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復刻にあたって

h;! 本の必ず1 は次のように変濯している 。

|刻州立1! 築協会最m誌:J (大 lE 6 年 9 月- 7 年12) 1) 

r  11 1j "kJ ! 築協会主( E誌J ( 大正 8 年 1 )1 - 8 年12) 1) 

主主築と社会J (大A 9  '1'- 1 川以降)

1A紙を .('j : r縮小して収録した場介がある 。 また、岡本が附i

lぷされているため、不完全なものがある 。

|析 J&. による不完全な文字は中JLみ，( ( したものがある 。

ぷ紙の刷色は一色に統ー したためJJ;i 本とは災なる 。

11絵はカラーのI ( も全て! ! .¥一色 でI:II!Mした 。

「会宇| むの j岳民には乱れがあるが、 JJ;i 本のままとした 。

作W: ごとの「総日鈷」は、発見できたものに限り、" 去、月W:

の第・りの，jij に収Sました 。

災1A紙は、 『第 -W: 第一 り』 に| 製り収鈷した 。

1[(大の発n ll は、奥H に記されたものを採用した 。

， ｪ￭ｪｦＮ ｪｽぶ［りの引 ￭ｬ えび後 ｈ ｊＮよ［つは収鈷しなか っ た 。 ｲｊｾ［ りょｴＮ ＡｉＧｵ

「 μ Ｎ ｾ ;1; .  11 i.大」およひI riIJ ・1戊jぶ行 -'fl
J

( 復刻に f毘し新たに斜l

み、付け加えた) を参照して Ifi きたい。

また、 JL;l f ｴＨ にはｾＡｬ ｴ 1' 1の t( が付けられているため、本御

室'J) 阪の広 ;1; .t( のt ( は- l ' t していない。

本復刻版は日本位築協会所lほのJJ;i 本を{ 史川した 。

(イミー二山n反)
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巷開演義の鍛設小屋に就て 箇 師 嘉 彦

ま へ が き

巷間i寅拳といふ皐語は本設の讃者諸君には聞慣

れないかも知れない。ととで定義する程のととも

ないから. 院しい説明は避けるが、現夜の演劇主

流から離れた雑物のモヤモヤと融け合った一般任

流演義のととで2うって、下居民衆とは切っても切

れ主主い縁の Zうるー勢力だと心得て戴けばよい。モ

ヤモヤだから内容在分析してみると、貸石も、金

も、正真正銘の挨も出て来る。虚心坦懐に調べて

みねばわからない。その結果、演劇本流の起源を

探る大き及手懸りを得たれ将来の針策にヒント

が奥へられたりする。 調査酎策は大韓グロテスク

主主ものが多いから、官余り 嬉しい仕事. でもなく 、好

事家の悪趣味に堕する危険も少い。巷間演毒事全般

に就いての少し詳細主主概念を得泣い方は拙稿「巷

間演義」を讃むで載くととにしたい。

私は劇場の基本形態研究の必要から . 巻開演婆

の小屋の調査を十数年前にまとめてやったととが

るれ大慢の見透しがついたから、その後積極的

な調査はして居たい。それ故、偲設構造物として

の細部C 調査には行届いて居ない裏付宝多い。丸太

と縄と天幕とで、短時日に相蛍大規模の小屋を作

って仕舞ふのだから、先般鳥取臓の震災に際し附

近に居た曲馬薗が、信設牧容所在念遺して、擢災

者に多大の便宜を奥へた例にもみられるやうに昨

今では災害時の直後の短期擢災民救護仮設物の参

考として、小屋を見直すととも大切かと思ふ。

ー巷間演事といふと範囲が非常陀賢いから、その

小屋を詳細説明すると長 くなれ附聞も相賞多数

を必要とし、雑誌原稿としては不通常と思はれる

から、木稿では概括・的に大綱が掴めるやう記述し

附闘 ( 代表的なもの L みに限る〉 を主として行き

たいと思ふ。建物自腫難しいものでは友し、附闘

( うつ放ものではるるが〉さへあれば、建築専門

の諸君陀は最も手取り早く諒解して蹴けると思ふ

からでるる。又、コモノの小屋に就いては大胆の

特徴を述べるに留め、大ものの曲馬曲欝園小屋陀

就て精詳細陀記するととにしよう。

O タ カ マ チ の 話

見世物小屋の掛かるやうな一般祭躍を「タカマ

チJ ( 第一園〉といひ. 大規膜な祭躍を特に「大

タカマチJ ( 例: 九段精園紳『辻、紳国明紳等〉と掃

し. 平日のものを「ヒラピ」と構ナる。グカマチ

には種々の I限設奥行物が軒を並べ、その中曲馬曲

蕗圏の如く大掛 bの小屋喜と「タカモノ」と謂ひ、

そむ他を「コモノ」と遁稽する。一つの奥行地に

数 個C 荷( 一座或は慈種〉が掛る時には「シヨパ

ワリ J ( : 場所割或は地割〉とて土地の分割が行は

れる。との時は悪い荷及地方の荷に良好主主シヨパ

を割嘗てる慣習がるる。地割が定まり. 小屋建に

際しては次の如き方法を採る。

し合主が豊で奥行地が近在の時は自分の持小

屋、材料、人夫或は土地の鳶等により自力

で小屋建ナる。

2. 奥行地が遠隔の時は材料借用. 土地の講に

第 1 園 明 治紳窓外苑の大タカ マ チ

1.  X Il 



u 剛

第 3 圃 見 世 物 小 屋 卒 商

三〈ハ〉

見世物小屋の陳列館的ｾ面河去の一例、現旗と

の種の小屋は少いが地獄極楽の類、奇物脊人

の見せ物毒事がきろである。昔は細工物類の見

せ物で優れたとの舗の小屋がるった。上聞は

一九二九年春九段構図紳艇のコモノ、三館共

遜珍物t世界の貸別j置iである。( 製園尾形氏〉

f 客席毒事小屋

) 既成劇小康

f演劇小屋〈

) イ何人劇小屋

t 鳥獣劇小屋

i  (地上不動袋小屋

毒事別的¥ ¥ 

t 曲 第 小 屋 { 塁 走 警 護tE

t壁面移動郡小屋

j  演劇幽蕊並用小犀

維郵小屋{ 競技的演蕊用小屋

f 同心問形式

i 内接間形式

ｉ ａ￸ｲｾＮＴｉＮｔ，ＮＦＮｉＺｴｉＮＺ ｈ ｎＧｾ＠ J :交叉図形式

i 舞盗客席関係 t

'_""''''''IJ7''''''''' 1外接幽形式

I  11J見合幽形式

卒商的1 l 複合闘形式

I  ｾ客席話連屋関係〈略〉

1楽屋鯨m: 関係( 略〉

f 無 葱

1) 討保有資

J 3t カモノ 1 ) . 箪暦一線

形 態 的 { コ モ ノ J ｾ重層 一棟
1  ｾ睦暦Ｑｬ￭Ｚ Ｑ 策
ｬ 軍屠ｾ棟

仙 H存 法 i1:

岨 l橋 治 本j

袋 { 外 投 法

lf 卜数 材

θ)) 巷開演義の小屋の卒商形態は千差高別. 自由

奔放主主様相を盆して居る。

平面形に於て特に留意す・べきは幾屋と舞華と客

席との相互関係でるらう。特に紫屋位置はそれが

よって建てる o

h 遠隔の土地でも所要資材全部を運搬してそ

れ陀よって建てるとともある。

4 、舎主が豊か? ないか、特殊の事情aうる時は

歩方( 持場或はナワパリの有権者〕に全部

小屋建して貰って借用する。

斯うした小屋掛に閥係するのは殆ど全部香兵師

仲間でるって、まだまだ深山の複雑左足内規、約束

がるれそれによって凶滑に運行せられるのでる

表類会の小 屋
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詳細は拍稿「見世物小屋の分類に闘する私考」

を讃まれたい。別表はその稿より輔戴したもので

a>る。

小屋の最初の形態 l念総華、工作物なしの大道議事

でるる( 第 2 固〉。大衆を寄集めて物見せするとと

から始まるので、固形か半開静の自然左足平面を形遣

る。相撲場の如きは闘形を稽承し、曲馬軽業の類

は字国l形又はコの字形となり、小曲毒事の類は舞華

客席封立となる。

JW謂珍奇ーな伎物を観せる見世物は博物館的左足千

商をもって居る。. f ! ll ち陳列場〈舞蒼: 1 ) の一票Ii は

ほ Y 固定し、見物人の説黙は移動するく第B闘〉。

小曲塞. 小芝居の類は劇場的平面を形成する。J ! . IJ

ち客席のー貼から舞葺昼間の綿ゆる黒占が任意時陀

見透せる要求を充して居る( 第G園Lイ) . 第7圃μ) ) 。

特殊な例としてはオートパイの曲蓄の様に客は周

壁の上部より

演佼商を見下

ろし. 客も演

依者も自由な

位置 k 占め得

る も の も Zう

る。ま? と、曲

事のやうに舞

室長室聞が客席

上部にまで延

びて居るやう

た例もa >! J 、

く第11図的、

第四間的、第

四閥、第28闘

0 小 屋、の 分 類 の 話

る。

盟2  M 
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総出的で、Sうるか、隈蔽的であるかによって、それ

が見世物小屋的で、あるか、劇場的でるるかの重要

な判別となるものでるる。

0 見 i I t 物 小 屋 の 話

地獄極書誌の如き細工物の見世物は昔・流行した。

その他、奇物、奇人、脊献の見世物は今も各鹿に

そのグロテスク主主姿をみせて居る。とれらの小犀

は皆小規模で、 7 - 8 : 坪のものが大部分、小屋前に

9 尺程の大毘が突出し、その前面に奇'1甚な繍看板

や因縁壷のピラが釣るしてある。第 4 闘は代表的

えに一例で、中央に荷の置場がa > ! J 、見物人は向っ

て右から入場して小屋内をグルリと廻って左に出

る。小屋前面の幕は時々上げ下げして荷の一部と

見物人の顔をみせ奥をそ L らせる。小さい乍ら荷

の仕掛がしてるる場合もある位が特徴で. 小屋掛

け極めて簡単、屋根は天幕でも周聞は由告を程度が

多し床も板貼りの部分のgうるととは献でるる。

第 B 聞は寧ろ稀主主例、地獄極繁は壁面を区切っ

て細工物を並べ. 一直筆勾; ーに簡単な照明装置を施

ｲｾ 小規模水族館と類似の子商でるる。

0 コ モ ノ 話

第ーに特徴的で喜うるととは紫屋の位置が露出的

で前面に Zうるととである。然して. その左右が出

入口となって居るととである。蟹形平面はるって

もとの原理化は費りが友い。如何主主る最下級の芝

居小屋でもタカマチモノでない限れ休養又は準

咋買. ' 舵 γ 体・- 量書 t Ｑ Ｎｪ Ｇｔￎ 仲間Ｇ・勾 ｉ Ｎ Ｂｾ

備中の演使者を通りすがりの大衆に生看板として

見 lせ物扱ひにするものはない。との露出的楽屋の

ととま特に「ノセ」といふ。正面一階む後には必

宇 「アホリ 」と隅ナる開閉出来る幕がるる。

とれも見世物系小屋の特徴の一つで、ある。時々開

閉して内部の様子を外部の見物人に覗かせて入場

したい気持在起さしめるためのものでるる。

ノセは禽獣類は一階、人聞の場合は二階に在る

ととが多い。ノセの姦には通常、着替へをしたり

或る場合は宿泊もする繁屋裏がるる。ノセと舞蓋;

との関係は次の三種がるる。

( い〉 背合せに位置するものく第百聞4ィD

くろ〉 直角に位置するもの( 第 6 園〉

( は〉 反針側に位置するもの( 第 7 臨〉

Ｈい〉、の型式のものは最Ｍも多い。特に禽易ｾの曲

欝小芝居の場合は殆んどとの型式による。第百聞

μ)は客席より舞裏を通してノセの護者ご見たもので

アホリは全開して居る。第 5 闘( ロ) は同じく犬猿芝

居のアホリの閉って居るノセをみたものである。

( ろ) . の型式f ' CJMする小屋は割合に少い。

くは〉、の型式陀嵐ナるものは小芝居に厘.見られ

る。との場合「ノセ」と舞憂との漣絡は斜商( 第

7 圃( 吋により、とれを花道として使用する。

コモノの小屋は80坪から 70坪位の規模をもつも

の 多 し 桂 聞 は 6 尺乃至 7 尺、中央梁聞は 4 - 5

間以内、梁は丸太架渡し、前面上部に大なる庇を

突出ナ( 第 6 園令市〕。 桁行には特に後述「ナペヅ

J レ」の簡単主主る手法をとみる( 第 8

|国〉。 筋違の入れ方、ノセの構造

等第 8 聞に就いてみてやい て滅き

たい。コモノの小屋構造は. 後述

タカモノの小屋構植に卓三る中閉経

路と見倣すととが出来るから ea;

且 面

Ｍ Ｍ ＭＨＧ Ｍ ＭＭーー‘ Ｎ ー一ーＭＯー一品 一 Ｍ，ｾ

ゐ

一

軍

一
-
e
h

・

第 4 圏 見 世 物 小 庭

竃h ‘

ot 

品、

干

玄す

品f・

ぷt

る。

王国外観は大き友幕庇の民下に

4首長f ' C 織看' 板、次段陀二階ノセ、

次 tて: 荷主名等を蓄した横幕. 最下

にアホリといふ11僚にアクドイ j京色

で飾り立て、左右に札場が張出 、亡

居るのが代表的で( 第 6 園( ロ) ) 禽

獣語放らノセが一階とえにす全線の

成が低く放る。特殊訟ものとして

3  y. II 



ｾＵ 掴Ｈイ ｊ 犬猿芝居空軍席よ P 舞蓬ノセを見る

第 5IIl Cロ〉 犬猿芝居のノセ

は第 9 園繋剣舎の如く正面に櫓を組むもの等その

荷の種類によって、形態色彩を異にするものもる

る。操人形. 指人形等舞華構造は呉って居るが原

則的には上速に準じ て居る。

周壁、屋根は主として天幕をはる。活動潟民1] 、

屋の如く暗幕にナる特例もある。

第 6 闘の如く、立木塁手をそのま ι 場内 l亡取入れ

或はとれに架構を緊縛せる等、或は敷地の形状に

よれ色々費彩するととは移動小鹿の常として、

底々見受ける所、である。

×  ×  ×  

と L 陀移動劇場として特殊な形式をもっ雨舞憂

えにる女歌舞伎一座の小屋を紹介して置かう。( 第

10園) との詳細陀就いては拙稿「雨舞華大橋鹿の

調査」を御閲覧願へれぽ諸寸法等記入の附困がる

る。との1]、屋の第一の特徴は表木戸と当時屋との閥

係が全く絶縁され 工: 居て、之の移動小屋芝居が見

1忙物系統r r . pJ i 凪せ歩、常設1] 、芝居の類系陀属する

ととを如質陀物語って居るととでるる。第10聞は

XII 4  

小屋の模型( 現在演劇博物館に保存しるり〉及そ

の設計建設者の寝耳でるるが. 向っ て 右 よ れ 小

6 園( ロ〉

持
正. $

第 S 団主( イ〉

JJ 6  〈ハ〉



天幕の部分が中央木戸口、無天幕の所ーが遊歩場

( と. l . 1 ' C 便所等設置される〉次の三棟の切妻都分

が客席で¥周囲に桟敷、中央平土問、次の「へ」

の字形切妻屋根部分が雨浮華で奥が上手舞豪、手

前が下手舞華、その中央の下が下座、中二階がチ

ヨポ菱、下手舞蔓む更に手前に折曲って簡立の見

えて居る所が花道、爾舞蓋喜霊長方形の別棟が繁屋

である。とれば原型で、あるが、移動iJ 、屋で、あるか

らその奥行地の敷地によって幾分費形せしめられ

る。表部分が大腿150- 1GO坪内外、装部分が約GO

坪内外の験地に建設される。客席部は約 140 坪内

外であるが、最も混雑する時は2000人をつめる。

平土聞は土の上に花草類を敷きそり上に産、布圏

を穀く。構教は板敷勾配 1 寸 5 分内外である。

構造は買物と模型と大差ないから寝耳で御承知

願ひたい。との座は小道具、大道具始め、小屋材

一明を持運むで移動して居り、との移動は貨車又

はトラックにより綿重量約401煩前後といふ。

少し詳細に沙り過き「るが資材激量と建方自重量を

時記してゐかう。

ー 岬ーのーー ・・

ｲＮｾ＠

. .1 
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目

制
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第 7 園 〈 イ )

第 7 困 ( ロ J

務 8図3;篠原機太郎芝居小M. t : 且於九段靖図利低

第 g 圃十( ニ. ) a  

現存ナる撃司自j合の一例としての武術幸武舎の外

車置が上回である。正面櫓上では鑑、ドラ、大肢

を飢打して耳も軍事せんばか P である。園は一九

二九年春九段靖図紳艇に於けるものである。

9(If 10 圏 爾 舞 獲

丸太材 一一末口 2 寸 4 問物約 150 木. 民間半物

約 100 本、束 4 尺物約 100 木

竹 一 一 3 聞から 4 間物凡 200 本

二 五 合 判 一 - 2 間物約 100 本

板 一一 6 尺 XLl : 尺 X 6 分':600 板
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傍て、偲設小屋で最大の規模をもっタカモノに

就いて述べよう。との荷は主として曲善事政曲馬‘で

るって、その中でも曲馬園小屋が特に大きい。

その内容たる塞の詳細に就てはflH稿 「帝都長業

娘曲馬園の曲察記録」を積むで、裁くと参考ーにたる

と思ふ。ヨたに小屋各部に就いての形式、名栴等を

要約説明ナる。説明は挿園を多くし て、文を短く

し、理解! と便したいと思ふ。

曲馬由曲1護婆Eの小屋は原

裏〈馬場) カが宝吋4中1 央に突出して居る。タカマチとヒ

ラどによって、同じ閣の小屋で、も減益F内容が呉る

の? 小屋の平面、規模等も異るととがある。

曲馬のない曲婆だけの小屋の例として第11闘千イ)

の唯一技纂閣の平面を示さう。既に諸君が見られ

たコモノの王子商〈い〉に非常に類似し、客席と舞

華との関係はシヱークスピア劇場を努髭せしめる

ものがあるであらう。前舞豪、後舞豪の Sうるとと

平土間上部の空中にまで舞華の延びて居るとと.

周壁沿ひにコの字型の立見席重うるとと、宿泊月J j ' が

裏に下屋として〈第11圃( ロ) ) 附設されて居ると

と等との小屋平面の特徴である。

曲馬園小屋の環ーも代表的な子商は第四囲( イ〉に

みるととが出来る。中央に馬及佼事者の出入口.

その左右にノセ. 史 I' C 既く象等を: t - くとともるる〉

小屋最南端に木戸とイ' L 場が重うれノセ、既の前面

に 9 - 1 0尺幅程の細長い空地を残して、佼語審者が

馬上にあって此J 1 i f ，を往来する。その前はテスリを

隔てム更に大庇下の空地がる仏大衆が往還立留

って混雑気勢をそへる場所となるく第12岡(ロ))。

ヰ
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自
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J
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(7.) 国IA. 千

f ロ〉
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戸
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.;.> 

Qj  
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』

門

前

ロ

@

ぬ

と

(イ〉

貫 一一約 3 0 0 *

トタンー- 3 尺 X 9 尺、 3G{え

幕 一- 4 問 X 2 聞のもの20佼

12尺 X 9尺のもの 1 佼

幕一一27尺 X ] Oえのもの 2 &

その他電気器具、布閣等略す。

建てる陀は二、三人の世話役と小{ 舎と: 薦般人で

一日乃至三日でるる。

図1  1  第

Yu1もU

1928n.  

天

51  

第12箇( ロ〉 帝都長集奴曲馬園小既

設計松岡多三郎 ー於九段構図紳置土
の 話ノカ モ0 タ
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県熊ｾ ，iO.理b 唖L Jf- $ 1 叫

一
九

喝ｾ回野
也! ! . 和紙時脚内，1 / ' .

- Ｍ ‘ ・ｾ ! . ODあ・ー一一ーー『一一 一

一- --- 一一一一一一一一・一ー-_ー ム .-_ ｟Ｎｾ＠

ー.__-
齢、

"- tI .  

ｾｾ＠

.  _ .  - .  ＮＮ晶ＺｉＮｾ _ .  _ .  . .  

宮町 1  2  困 ぐイ〉

れは先づ御定りの形式と言ってよ h だらう。間口

20聞から 35..... G 問、奥行十数聞に及び、中央 l乞 6

- 7 間直径の馬場. その中央陀 B間半内外の板建立

舞蓋を置き. との演佼場は立問的に上部まで及ぶ

ー Ｈ第四回ＨハｾＩ。桟設はコの字型ｉＧｌ斜面 ｩ 亡設置され

る。下屋の楽屋と記入されて居る所は宿泊所、着

替への繁屋は厩上に Sうるく第四回(ニJ) 。正面 2 階中

央にはジンタが居り( 第19闘〉その左右は楽屋裏

又は一部ノセとえEって居る。以上が曲馬幽禁園小

屋の最も代表的友子商形式と見倣して間違ひな

い0 ・諸室の規模、比率等は闘商で、慨時推知された

い。

昭和初期陀カジノ・フオリー始め野卑左足レグユ

ーの流行したととがある。との影響は直ちに曲馬

第12圏C: . ) 帝都長望遠奴街路園小長上部ノセ f幾康1

内淘t 般討松問多三郎於九段構図市 ｉｾ 最土

的懇園にも願はれて、危しげなレグューガー ノレが

出現し、演技場もとれに臆じた平面を形成するに

正った( 第四回〉。額縁式壇上舞華と平舞華とが並

用されたやうなもので特殊君主形式でるる。諸君は

London' s Lost  Theat res of the Ni net eent h 

Cent ury ( London， J hon Lane) に於てとれと殆

ど全く同一形式を殻見せらるムであらう。たピそ

れが儒設小屋でえにく、稜敷は四居もある豪枇だと

第 12薗( へ〉 帝都長祭妓曲馬園小屋外淑

設計松岡多三郎 於九段楕簡林市土

いふ黒占 l亡相違があ D、その護生系路が全く異って

居るだけでるる。第四闘はヒラどの小屋でるる h

ら規模も幾らか小さい。木戸口も一方にだけし恥

ない。さうした黒占陀も第12園と比較して費形ナる

様相をみて誌をたい。

要ナるにタカモノの卒商形式は( い〉壇上舞豪

7  XII 



むみのもの〈る) 馬場と平舞嘉のみむもの( は〉

い. る並用されたもりがるり、且つ( い) ( ろ〉くは〉

共に舞蓋: は立極的であるとと 、ノセ、厩、ジンタ

等が前E 面rc並列し、溺技者の出入目は正面中央

木戸口は左右前面陀e : b !J . 宿泊所は下屋又は別椀

に設置されて居る。便所の扱ひは一般に粗悪狭小

で男女共用、非衛生である。猛獣の居る場合には

別に猛獣小屋と撞が設けられる。

B. 内外装立面の話

外部輪廓の扱ひ方を大別すると次の部

分に分れる。

Lイ) 前面ノセの部分

伊) 出入口部分( 遁常三ケ所〉

付 舞 華 客 席 部 分

( 二) 舞華客席部分の妻

μ) の前面部分が、外装上最も主たる.部 5  

分で、ととは二重、三重. 時に四重之及。

る。ゴテゴテした装飾陀ついて語つでも

第 1 2 圏 〔ハ〉

帝都長楽媛幽馬園小屋内部

( 三人二了の一部〉

殺 計 松 岡 多 三 郎 於 九 段 構 図lj 柑 t

第 1 2 圏 ( ホ〉

帝都長楽妓曲馬園小屋組関

校計松岡多三郎

於九段靖図紳需土境内

一般に小屋の建方はノセ前面

部分は不入りに舞華客席部分は

とれ陀直角に建てる( 第11圏( 吋

第17園、第28圃( ロ) ) から、正面

中央後部陀切妻が見える。との

ー部分は遁常そのままにしてるる

が或る場合には塔などを建てる

例がるる( 第17闘〉。第四国「横アンドン突出し二

重組」のやうに小屋全部が平入形式になって居る

ものは紛れ左足例でるる。以上り他、隅入り 等の例

もるるが極く稀である。一寸し? と扱ひを費化させ

て「小屋二重幾室六角建」とか. r小屋二重角三

階洋館建」とか、 「小屋二重看板前張出家根遺」

とか、 「四重三階建」とか限り無く様々の名栴を

つけて居るが一々鯛れる必要も Zうるまい。

SU1k1 

、
。akuya d  • 

.  • 

• • 
ｾｺＱ Ｑ＼ ＱＮ＠

輿のたいととだから第12闘口、第14問、

第16圏、第四闘を示して置くた留める。

とれらの例は中央、左右の出入口の扱ひ

がノセ部分の大壁面をパックとして、そ

れに立髄的注調子をつけて居るに過ぎな

いが、ある場合にはとの出入口部分ー乃

至三ケ鹿に塔を建てる。叉時十亡は舞牽部

分大屋根妻にも塔を建てる( 第17圃〉。然

して、 「小屋二重二本建造」とか「小屋

三重四本建造」とか稽ずるのでるる。

一届: ;  ア. 出立小l

国 aL . ♂ 市 ヲ ー 十

ーマイ

Sl bat a Kyok Ubadan K01a R7oxueo量u・du.

1929n.  ｉＩｾＮ＠ 5k & 

Ckl t tll>da.. n1 01 t o • 

$IE 1  3 窃
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小屋の様式( 7 ) にも亦夫々勝手段

名栴が附されて居る。闘別陀依るもの

ではドイツ造、 イギリス浩、ア メ リカ

進、イタリヤ造.11列鮮造、つ' イノコ浩

( 和風+ ドイツ風、支那風+ ドイ ツ)見〉

等の質例がるれ建築儀式名 cn 其

の他に依るものに本山建、御城建、火

見付造、矢倉造、燈範造、智治、三 ツ

|凍造、舟組浩等々の質例があり 、被暫

材によってはムシロ浩、瓦組遁等の名

栴がるる。特殊左足敷地では三万索、板遺

たどといふものも建てる。

被覆材は大抵天幕でるる。 ｾ￭ｬｩ￟ｩ 装飾

部分はケパケパしでジンタその他の特

有の騒音と共に不快主主気分が謀つで居て 、嫌なも

のであるが、庚場に在る小屋などを速くからその

背面を眺めると( 第11関口〉大まか主主所がるって

よい。舞華客席部分天井の天幕は簡単に開閉出来

る。それは薄暗い日陀舞裏に採光する場合や、大

風の時に風墜を避ける場合に開けるのである。

内部は第12園料にも鏡へるやうに 、綿て丸太露

出、とれに曲事用梼具が凱維に懸って居る他族、

幕ピラ等で思って居る。第四悶( ニ) は楽屋裏( 1 康上

部〉内部で着替への和服主主ども丸太陀並列して懸

けてるる仕末、床は蓮華t。第19聞はノセのジンタ

の室の模様、組て丸太と 幕に聞はれた 生活でる

る。

話忘れたが、コモノと同様に前面一階陀! 資く開

閉幕( アホリ〉のあるととも定法でるる。ついで、

陀アホリは開閉する幕であるが. 開閉し友い幕は

第 1 5 薗

第 1 4 趨

縦l阪と特陀匪別して1呼栴して居るととを記してゐ

く。

C. 架構・構造の話

前述したやうに馬場の直径は 6- 7 間a ，る。そ

して共の上部昼間はｾ中 曲 芸車場で喜うるから 、梁間

ＵｾＶ 問、桁行それ以上Ｈ普通 ＶＭＷ 間以上 ＱＰ 間位

はるる〉の部分を無桂 で 沿 く 必 要 が る れ 且 つ 梁

中央には相官の荷重がかかる他、大天幕を煽る風

鹿等を場へると 、構造的に相官考慮を要するとと

は想像せられよう。とれが杉丸太( 切佼' C A はせね〉

素材で組まれ節結は荒縄( 磁には針金を用ゆ〉緊

縛陀よれ量生日聞に組立てるといふ像件が付せら

れて居る 0・興行期聞は 5......6 日か10 日内外、ーヶ

月にわたるととは稀だから 、腐蝕の心配だけはた

い。従って、との祉舎には専門の設計者も居れ

特殊段階造法も琵達 して居る。とのあらましにつ

第 1 6 趨
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第 1 7 聞

いて. 伊j により園高を主として御詩しよう。

曲萎小屋になくてはならない最も特徴的危架構

に「クシガタ J ( 俗栴「ナベツルJ) と「アシドシ」

がるる。

アンドンは梁間上部にある三角形の梨構( 第四

岡村正上部、第11闘( ロ) 上郁夫幕友き部分、第20間

第28圃州、( 二) 、( ト) 、倒) で. とれに積々の動荷重

を垂下せしめる目的をもっ。信設小屋にアンドン

がなければ宙乗り曲婆を演す= るととが困難とされ

て居る。 田舎廻りの偲設小屋にはアン vンなしの

ナベツルのみの小屋を時k 見受けるが. とれは特

陀「トリヱ小屋」と構されて居る。

クシガタはアンドンと直角に、つまり桁行梁間

を固める構法でめって、イ谷にナベツノレとかナペと

稗ナる( 第20園、第21圏、第28困問、( 刻、第1 . 2聞

か泊。闘でも解る遁れ丸太t : 無理に崎曲せしめ

て緊縛しその反按カ陀よって、架構を堅固ならし

め、アンドンから停はる動荷重陀劃抗せしめるも

のでるる。ナベヅルは小規模の小屋陀も屡見受け

られ( 第 8 園〉建築現場む仮設小屋などでも類似

のものが使はれて居る。クシガグは遁常アンドン

の南側に並行してるるものでるるが客席舞蓋部小

屋の棟が前面部と並行で奥行の少いゃう主主場合

( 第20園〉にはノセ裏壁面花賞る部分は必要がな

いので¥取除かれて居るととがるる。又要闘が特

に大きい場合や荷の重い場合には、史に「サカナ

ベ」といって、凸部を下方陀向けた クシガタを取

付ける( 第21圃〉。

一般に丸太材陀よって組まれたー梨構には表裏

XII 1 0  

があって、横材が手前 ｾ｡ うってＮ細

目が卒行にかけられて居る方を表と

構するが( 縄の種々のかけ方に就い

τ は第22聞及第21闘参照〉クシガタ

の場合は表を内側陀向けるのが定法

である( 第21闘〉。

その他「鳥居組方J ( 第23間〉、 「突

出し組方J ( 第24間入「持組方J ( 第

25園〉等色々あるが一般的むもので

ないから二、三の闘を示ナに留めよ

う。ノセの組方も色々喜うるが一般的

君主もの一種を第26聞として示して置

く。

「シコロ」といふのはクシガタ 2うる壁面から、

斜に下る小屋をいふ( 第 11 悶左手上、( 第 28 問

( J レ))。

アンドンの項で記ナるむを忘れたがアンドン下

弦の中央に耳東む結ぼれて居るのを「シユモクツ

リ」といふ( 第20圃〉。

筋違に就て略述する。交叉する筋違の中、交叉

貼が上方 ｾ｡ うるを「オガ三筋違 ｊ ( 第27闘( ホ) ) と

いひ. 下方にあるを「イテフ筋違J ( 第27闘 トD

と栴し、 7]( 卒となす・角の犬怒るものを、特に「ア

フギ筋違J ( 第27闘( ト) ) と名付けて居る。 rヤラ

ズ筋違J ( 第27悶仲〉といふのは筋違が地中陀挿

入されて居るものム綿構である。との他「ツリ筋

違」、「タルマ筋違」、「大クモ筋違」等夫々第2R聞

の諸園陀就いてみられたい。

ヨえに桟理主構造に就いて述べてみよう。座席は一

般に直紙叉は曲線の斜商をなして居る。( 第28悶l

( ョ) ( タ) ) その典型的左足断面は第27圃白) の如く、

匪 画

. 1 8 置



第19圏 柴 回 曲 馬 園祭 除
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1928 年 10 月 24 日九段にて

巣須秀之助所有幽馬園小屋

「帝都長染妓馬術協合」

定商上部方: 丸太小屋組の

「ア γ ドν 」

向つてｾ側面が ｬ 司じ＼ [""ナ

ペヅノLJ

その他都 ・ｾ 馬場観客席が見

える 3

産敷、横張りの月三板「コロガシ

( 根太刀、 「ハラ コシ」と れ

を支える束 ( i タテ」 に「キリタ

テJ ) 又は「長太郎ゴ( 同闘付〉

等[ て よって組立てられる 。「キリタテ」は「ハラ

オコシ」を支える各位置陀るって等長の正規の束

で あ れ 「 タ テ J は直接「 コロガシ」を 支えるた

めの束でるるが、常 l亡月] ゐる とは限らない。[ " " 主要

太郎」は仰とは全然別構j査で、桟敷下の簡昨手法

とされて居る。とれら l乞「ネガラ三 J 及「筋違」

をからませる く問問( ロ)) 。との 「ネガラミ」は「ガ

ワJ ( ガワと は純て 小屋廻りのとと をいふ) I乞重う

る時は特陀「ヌノ」と栴する。

D 其 の 他 の 話

最後に小屋の建設について一言書いて置か う。

四十何年かの経験者故松岡多三郎氏及幅回忠之E盛

氏其の他との道の専門家白話を基礎にして書く。

小屋の形として最も格構よ く出来るのは間口十

八問、奥行十五聞のものださうであるが、敷地の

開係で友かなか思ふやうには出来すヘ 間 口 、 奥 行

第 2 1 圏

共に十 七聞 から十 八開位のものが将ｾで、若し間

口が二十五問位でるったら、奥行もそれに従って

十七、八聞はなく ては工合 が 悪 し 開 口 た り 、 奥

行なり十二三間以下では小屋は建て得ーないといふ

ととである。普通小康を建てるには約10 日を見込

むで沿いて 7 日内外で組建るのでa ; るが、 ;J 、犀建

陀は僚準の設計圃はあっても 、強め岡市をひくと

とはなく、其の場で臨機R聖書警に組立て L 行くので

あるから、共の際、自分量による材料の撲得、如

何陀して最小量の材料で、最短時間 l亡、最強に組

立て L 行くか等に闘し. 相首の経験と苦心を要す

るものだといふ。組立の質際の仕事陀は上部に腕

き L の鳶十名ばかりと、下t亡地走り二人か三人位

が Ｎ ｾ蛍でＮ一時にそれ以上だと却て仕事が捗らな

いと言ふ。従って. 延人員は通常百人内外でる

る。丸太は珂ユ営り八;本から十二、三本位( 或る専

門家は坪常り七木、接飾なきものは五、六本{l'L と

語って居る) と見込むものだといふ。荒縄は二百

来内外に見込み、二、三回は使用l乞耐えると い

ふ。桂は痢立でその挿入の深さは深く て三尺位、

i通常桂は二、 三尺位しかない。斯うした ;J、屋を組

むにも、早きととを偉ぶむで¥若し仕事に遺蹟E人

があった場合にも. 出来るとと友ら. 共の僚にし

て仕事を ナムめて行くので. 設計者として、木常

に気に入つ? と小屋の出来るととは滅多に君主い さう

だ。

1  1  XII 
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て建築的構成といふ ものは寧ろ不可能 の感がある

のであ る。

従って若し舞蓋 として工夫する問題がaうれば と

れは人形の所作 を封象と してでな く、人形遣の活

動 し易いといふ ととだけを 封象 として考へるとと

になるであらう。

人形遣の立場からとの遣の事情陀ついて紋十郎

氏の注文を承る時聞がえEかったのでもあ るが. 史

l乞文事終の鋒基としての歴史を研究する仕事が未だ

行はれてゐないゃうでも 重うる。

最後に筆者は決して文楽 の研究家では主主いので

みる ととろ或は大き友誤 りをしてゐるかもわか ら

たいので附加へて諒承を乞ひたい。

工

務

土

木

建

築

請

負

業

盛

び

官ij 記、故松岡多三郎氏は黒須曲馬閤専属の建方

飼iでるったが. 明治二十年代から昭和の初期にか

けて小屋の設計に携はれ貨に二百枚陀近い小屋

設計闘を彼の虎ノ子のl帳面に鉛筆答 きし て、彼の

回合( 伊豆〉に保存して居た。それを私は譲って

貰ーったので. 全部を墨入れして践し 、l阪商は貴重

t'$.. 資料であるから 、小寺融吉氏に託し、早大演劇

博物館に寄贈して沿いた。今でも彼の片腕の姿が

聞に浮ぶようである o * 稿の附聞にも 、その中か

ら、何枚かを借用 した。特に第28圃の1GI笛i函はそ

の記録の中・でも 、最も克明に建設順序と構造詳細

をが記載してあるa で、よき参考として提示した

のでるる。明治三イ・二年紳戸に於て建てられた小

屋の設計画全部でるる。簡略では Zうるが前述して

来た知識があれば、大方御理解願へると信じて居

る。

持固には二三の友人の:チになるもむもある。原

浩 君、尾形辿吉君等である。! 事く御碓申上げてゐ

きたい。

小屋の歴史に闘し て一言も並べなかったが、ま

とまった資料はない。随筆や古繍幽によって探り

得 るだけである ととを附記してゐく。

( 2G03年1' 0月8 日記〉

( 筆者は 建築事務所・自管J

ずむ
。

応

鵬

閣

議

所

大

阪

市

北

区

地

下

町

十

五

番

地

電

厳

源

川

⑧

一

四

二

九

待

リ 績 ク ー一一一

例へば舞惑に於て人形の位置は手摺( J ; ! 1 l ち; 投前

商の障板〉の上端をもって長商( 床商の高さ〉と

ナると怒ってゐるとか。或は亦人形の大さと調度

品、建具其他の背景設備等む寸法的比例が現宜的

に調和すると いふゃ うえに工夫は②る。

併しとれ等の錨説的還境む如きは偲りに僅かの

不合理や不調和のj伏態と怒ってゐたとしても 、他

の普通の舞惑に於ける構成程十亡: 物伝言は1 J _ いの‘ で

はあ るま い泊、

誌に舞華構成が現質的( 或は馬質的に〉陀はっ

きりすればする程努. 華効果は反劃の効果を生じ る

かも知れたいとぜ思はれる。俳優としての人形の数

む三倍程の人が現はれる舞惑に於てとれを抱合 し

一一一一一 37 頁 ヨ
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煉 瓦 造 と 耐 寒 建 築

自 ユ欠

絡

第 11害 保温品構溢

第 1節煉瓦の娘。容導率

第 2飾煉瓦諸雪量慢の停然係数

第 3節 級 済 的 煉 瓦 丑 厚 の 決 定 法

第 2主 主 燃 慣 性

第 1節重量築物の終慣性

第 2節 マ チ Y スキーの方法

第 3 官官 プラソフの方法

第 3 ' 1 者防露将革法

緒

一般に極寒地む建築としては次の三結に就て考

慮されねばならえにい。

1 . 保 温

2. 室 温 調 節

3. 防 露

耐寒建築としての煉瓦迭も亦此三鮪に就て遁嘗

に設計されねばならゑい。以下主として煉瓦壁躍

に就て之等の三僚件を満足する如き構造法に就て

述べる事とする。

第 1傘 保 温 構 遁

煉瓦造の保温作用を考へるには、先づ煉瓦その

ものの熱傍導君事、それが壁腫として使用された場

合の傍熱係盤、及び建築費、暖房費、管理費を考

慮して決定される経済的壁厚の決定法に就ての正

しい知識を必要とする。以下之等に就て述べる事

とする。

第 l 節 煉瓦の熱イ専導率

煉瓦の 熱体導容はその比重 、水分 及製作 ｩｪｾ 与 に

依り多大の相違がある。筆者の手前: にある文献κ

伏て調ぺて見ても第 1 表の虫11 くなる。

比重の小怠る煉瓦の熱! 専導皇杯が小なのは含有気

泡の多少に依るものである。強度. ヒ金支へな き粍

XII 1  6  

今 井 光 雄

第 1 重軽 煉瓦及煉瓦皇室の熱{ 等導司E

著 者 | 保

件 | 熱 侍 導 寧

l  kcal /m' .1
0  

ア シ ェ| 機械設

手 製

聖書ー盤、 外感

内主主

( 性〉

(1) 綾なるもの、焼量

の充分なるものは

5
0

/oJ
脅しとす。

包) 新し〈て滋れるも

のは 1. 25- 1. 00 と

する事。

{3}樋めて古〈乾燥せ，

るものは ＰＮＶｾＰＮＴ I  

となす事。 I

カ シ メ ラ ー| 比 重 800kg/ m
n

I  1200 

I  1切O

I  2000 

東京エ穴プリ ν | 手 放 乾 燥

ト | 機 械 抜 乾 燥

E童 鐙 古、乾燥

新、源

開4去月後

トチエノレ、グ| 外壁

レハ・ー 向上( 防水タト控室をな

したもの〉

内塁審.

リ 「 ー プ | 濃 度 胸

ラペー 0. 08 

0. 9 

1.81 

0. 66 

0. 60 

0. 70 

0. 60 

0. 29 

0. 39 

0.52 

0. 75 

0. 34 

0. 42 

0. 35- 0. 38 

1. 2 

0. 84 

0. 75 

0. 66 

0. 60 

0.41  

0.43  

0.60 

0. 82 

度K 試泡を含む事は保温上望ましいが、製作には

特殊の技術を婆する魚寸交に高{ 賀で、揃洲では官会

り逃られてゐえにいゃうである。

煉瓦壁の熱停導Z与が新築聞も君主くて漁ってゐる

場合と乾燥時とに於て約 2 倍以上の差のある司王は



困った事で、乾燥時を目標として設計ナる時は最

初の聞は熱損失多く室内が冷え勝ちである。壁慢

が完全に乾くには相官日数を要ナるが、表にも示

した虫11 く半年も経てば可左足り小となるから此む聞

を我慢すれば良いりだが、屡々暖房上の設計が誤

ってゐるやうに誤解される事があるから、此黙は

住む人I ' Ct象め諒解を得て喜子く必要がある。殊に多

に近づいて竣工した建築にとり傾向が著しい。此

傾向を少しでも少くナる震には壁間丈けでもなる

べく早〈冬に怠る以前に浩って置くべきである。

保健上から云っても建築物が乾燥する迄約一年間

位は住む事を禁じるのが理想であるが、最近の如

く住居挑底の際にはさうも出来粂ねる故、前記の

注意はどと迄も居住者i.rc諒解して貰はねば友らぬ

のである。此意味から防寒的主主乾燥建築が特 に酷

寒地では必要となって来る。

所で普通の煉瓦渇司はどの程度の含操量かと云ふ

t亡、カンメレルの調査に依るに、 0. 2_ 3. 0
0

j vol の

範囲で、普通は0. 2- 1. 0
0  

j vol 、最も多かったの

は0. 5
0

j vol となってゐる。従って 暖房計算には安

全をとって普通紋態の多い目とすれば大腫 0 . 6 -

0. 7kca1/ m hr

o

の熱体導Z与を採るのが至蛍と考・へ

る。第 1 表に於てリーチエル、グレバー叉はプシ

エの示した熱傍導軍事の値を用 u . るのが遁蛍と考へ

る。

第 2 節 煉 瓦 造 壁 髄 の 停 熱 係 数

煉瓦造壁植の停熱係数に影響ナる事項は戎の 5

項である。

1 . 水 分

2. モルグルの附着方法

3. ｾ隙

4.  ｾさ隙の充填物

q  
1  

'5 

ト ー
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出盟

主凶土比出封

0. 6  

Qう

0.4 

ι ‘  

議 土昨ト卜ートト

7a開汗日出羽五四

ー__ e(i臼者

第 2 闘

5. 仕上の有無

水分む影響は既に前項で述べ? と。保温壁開とし

て更に芳5・ふべき事は壁胞内に水分が入ら左足いやう

にする事でるる。雨水の浸入を防 C震には外部陀

防水性モルグ J レ又はタイノレを張るべきである。壁

間内への水分の浸入は単に外からの雨水のみで、な

し室内の宰気中の水分が内壁に擬結する事に依

つでも生ヂる。従って内壁も 主主接の必要がある。

之等の塗装は壁臆が充分乾燥してから主主るのが理

想、で、乾燥前に塗る時は却って乾燥を妨害する結

果となるo 叉小屋組夫他に依る白地締りも考慮す

る怒らば、壁主主はなるべく工事の終り近くに行ふ

の出合理的である。

壁積みのモルタノレの附着ーが充分でない時、特に

壁面に直角主主方向の目地にモノレグルが詰ってゐ主主

い時は壁髄を遜して遇策が行はれ保涯と都合が悪

いのみ主主らす京、結露、結霜む原因と怒って壁胞を

損歩る事・が多い故、かゃう主主意味からも内外壁間

.. 

u  

。

器

ゆ

昔

、

証

司書 3  岡

1 7  XII 



No. ， No. 2  

No.5 ・ No.ι  

害事

を塗上げる事は必妥でるる。

空気の熱傷導の悪い事を利用して煉瓦壁内に空

気屠を設ける事も良〈行はれる方法である。との

ささ気麿の保温効果を次に述べゃう。

空気居を通しての停熱は、空気自身の熱侍導、

空気の運動即ち封流に依る熱停導、南商の温度差

に基づく彊射に依る熱停導の全部が作用する。室

院の間隔が大になると空際金睡の偉熱抵抗は大と

たるが( 第 1 闘〉大瞳10cm以上と怒るとその増加

は怪めて小となる。之は封流に依る停熱が多くな

る詩で¥従って空気居の単位淳さに聖母ずる熱傍導

至容は府厚に殆んど直紘的陀比例して犬とえEる。

Ｈ第 Ｒ 闘Ｉ封流は縦ｾ気居の場合が著しい故偉熱

もとの場合計大となる。( 第 1 闘 1) 又空気居の

長さも大主主る程"t 流はよく行はれるから傍熱も艮

くたる。

5 岡

XII 1  6  

4  

No. 3 

回

1lG. 4  

NO. 8 ，古川 Ｐ Ｎ Ｗ 町古里帰に事 ｊｬｩｦｬｾ

犬のコー 7 ;z. 1 喚問 h 吐の 1・あ; ) .

No. 2. 3' トうの 7トゑE副主主 l事

No. ¥ ＧＨＮ医Ｑｴ Ｇ Ｑ 凶あｾＮ

外側に¥; 1 : 域漁煉M 用v

内' I l リ' " 普通J;R!E¥li 用V. E リ

かゃう注意味から綿和の閉じ厚さむ空気居を設

ける友らば之を小分けにした方が効果的でaうる。

幅 10cm以上の空気暦を設ける事は、全壁厚一

定の場合保温効果奇と傘げる事に主主らない。但煉瓦

の節約にはなる。空気清む相営熱停導率r は第 2

固に示ナ如く幅 e が大左足る程大とえ主るから. 議限

界以上。幅の& ; 筑暦を造る場合は、寧ろ宰無居に

熱傍導率の小怒る物質を填めた方が保温上効果が

ある。第 B聞は各種材料の比重と熱傍導容の関係

を示したものでるるが、緩く詰められた充填材の

熱偉導喜容は大積 O. 2_ 0 .4kcal / mh
O

C の範聞にあ

るから、空気府幅が 8 c m以上となる時はかやう

な充填物は有効である。之以下の場合はま1I って何

も填め充足い方が良い。

主主際に於ける雨前の暢射に依る影響も保温上考

慮すべきである。一般に彊射熱は南面む絶酎温度

の 4 乗の差に比例するもの主主る故、同じ湿度差の

場合は低温程少〈えにる。かゃう君主意味からさ芸家[ 居

の位置はr悼 P商〈外壁外表面〕に近い程保温効果が

大である。梧射熱の影響を少なくする需に時とし

て此の部分にアルミエウム箔む如き彊射熱を反射

ナる如き材料を挿入する事もるる。若し紙類を撲

めるとすれば黒いものより白いものの方が良い。

: ; 7 ( 陀煉瓦機浩の侍熱に闘する各種の賞験結果を

説明して置かう。
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第 6 闘

害事 7  国

第 5 圃は諾威トロニエム高等工業制交教授プツ

グの貰験した結果で. 試験植は第 4 闘に示す如き

ものである。その結果は普通の積み方をしたNo.

1 の傍熱係盤が最も大で¥煉瓦の正日米厚さが小さ

くて 5 c mの空気暦を有する No. 7 よりも大とたっ

てゐる事は注目すべき事で②る。

No. 2 は白地に充分モルタルを付け歩、その代

り内閣を板張りしてゐるが、同様友構造で田地陀

充分モルグルを入れ、そり代り板張り五三しない、 .

No. 3 よりも傍熱係数は小となってゐる。之は縦

目地陀モノレグ J レを付けなかったのが有効陀働らい

たのか. 叉は板張りが良かづたのか何れか解ら友

いが、何れにしても、目地に充分モノレグルを入れ

なくても板張すれば停熱係盤が小と主主る事は云へ

る。

No. 4 と No. o は問題の室隙であるが、前者は

外表面に近く後者は内表面 K 近く置いたが、外表

雨の方が傍熱係数が!J 、となってゐて之は先注の穏

射熱の理論によく一致する。

｜Ｍ主ベ ｾｈＱ ＩＴト ｾￎ

第 8 岡

No. 6 はNo. 5 よ

りも空隙の間隔は

1 c m 少きも繋ぎ

の煉瓦が主主い震に

停熱係数は後者よ

り小とえにつてゐる。

告書 9  聞

No. 7 及 No. S は丞隙をコークスで填めたか否

かの差でaうるが、填物をした No. 8 の方が No. 7

の約半分の停熱係般を示してゐる事は注目に値す

る事で②る。

第 6 圃はドレスデン高等工業率校材料貫験室の

賀験結果を示したものであるが、との場合も普通

の積方をした N o，1が最も停熱係鍛大で之を 1 0 0 %

として他の構 時仲; : - " " ' : ' : ' ，" i : ' 怯吋怜』

進む値が示さ 際問陵 ｦｾ ］Ｑ
れてゐる。 尽蕊蕊対ｾＭ ¥ 

No.  2 は煉瓦

を小端立と し

て益隙を造った構造でる

るが煉瓦の使用量は No.

1 1 1 : 比して僅めて少い陀

も拘らす= 停熱係数は No.

1 と殆んど同じである。

N o， 2  11: 脆い詰物Eとした

No. 3 はl前者の停熱係数

第 12 卿

第 10 闘

第 11 劉

害事 13 国

1  9  XJ I 



宮容 間

533雲;図S3関

第 15 凶

ハ

レ

一

級

協

一

M

W

一墾
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C  

第 16 聞

の3 0 %以上の低下を示してゐる事は前質験とよ く

一致してゐる。 No. 4 は参考に傘げたのだが之は

生乾煉瓦積む壁であるが、却って構成煉瓦壁 No.

1 より も2 0 %近くも 小 さい停熱係数を有してゐる

猫参考の詩露西i l lUC於て防寒構造と して示され

た各種燈骨量構造園を第 7 園以下に示す。

第 7.8.9 園は宰気居を遺つ? と例で¥内外壁の連

絡をする爵所々煉瓦の繋ぎを有してゐる。第 7 国

XII 2 0  

2 体j 【 l i 伶半 I  .本文

係 18 聞

は煉瓦を小端立として室筑居を二府遣ったもの、

第 8 園はさき気麿の幅を宇枚以上に掠げる場合の構

活法を示したものでるる。

第 Ｙ 聞は内外側の煉瓦を横にし且 ｾｓ 気屠を二月奇

進- o 如き構

浩法で、 此

場合空気居

が横長手煉

瓦に依り 所

々切られて

ゐる事は封

流に依る傍

熱を少 くす

るも の とし

て効果的で

る る。但と

の構造法は

事事 17 聞

2 時 亡: : u 4 ，6時 「アLI

1IIIII!IH Iけ 押 H

A 周1 用
|111111 ト4 1 1 11  1  1  1  E11 

第 19 岡



!-20  

告書 20 園

モスヌトロ4 型 中央商事) o 斤型

a  仁

岡

160 

E主 2  r:詮

係 22 岡

煉瓦の大さが厚さ、縦、横の長さが丁度倍宛にな

ってゐないと出来主主い。此の構造法はモスストロ

ヤー型と稽され. 煉瓦の枚数は 124;佼 11m"! で之

と同厚 2弘枚の壁を遺るには 233枚 11m・3 を要す

るに比すれば約9 0 %の煉瓦の節約となるが構造法

が複雑危篤工費は左程節約とはならぬが、それで

も考案者アパクの言に依れば4 0 %の経済にたると

云ふ。

第10- 15圃は空気居に填物をした例で、填物に

は石茨酸叉は石次と鋸屑を混合したものが填めら

d  

れる。後者はa西亙人の良く用( A る所で、とのも

のは臼が経つに従ひ軽石献に固まると云はれてゐ

る。

第四 ＭＱＲ 聞は内外煉瓦の繋ｾ Ｎ を帯金物に依った

ものでるる。グラルダ式と栴し、煉瓦所要量生80役

/m¥ 偽; 熱係数

0. 78と栴される

第四圃も同綾な

保ミ晶不J

50 l歩行動 A B

一"""1 +-ー

日IT 2f 注

目白血

.喰

e 事正-
ものでるるが.

繋ぎが煉瓦と放

ってゐる賭が異

24 悶

口白 l 時

: 口図ロ

A旦巴r
q Fユ

煉瓦を小端立とせる貼

に於て前者よ b煉瓦量

は節約される。第四圃

の型は煉瓦所要量生G1枚

1m・3 体熱係数0. 71で あ

る。

第四聞は縦目地に丸

て巻いたテープ( めを

くめの如く挿入したも

ので、との際縦白地に

出来る空気簿居が保温

に有効とたる。テープ

を長〈入れられるやう

に煉瓦の積方が考へら

れてゐる。 ( c，d，e，)

2 1  XII 
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第 26 聞

ある。

第21園は縦目地の間隔

を大としてとの部分に保

湿材料を填めたもので之

も露西原稿特の手法であ

る。

第 22聞は第21岡 a の積

方詳細を示したもので、

第23闘は間仕切壁との連

絡部分の構造を示したも

のである。

第24園は第21闘c，d，eの

詳細を示したもので、そ

の積方は第25圃に示す如

くで、ある。

第 8 節 経 情 的 壁 厚.決

定法

煉瓦遣の壁厚及その構

造法を定めるには経情的

僚 件 に 依 ら ね ば な ら な

い。. I l . f 1 ち材料費、工費、暖房費、管理費、補修費

等の諸費用を綜合して最も経済的なものを用ひる

べきである。ヲたにとの計算法の概略を述べゃう。

今求むべき壁厚を X l とせば建築費 B は大穂次の

8虫垂に古ケI t 3

E員房度目'叡 図

事事 27 間

第17固はソ聯1932年型で. 従来煉瓦陀は芋目地

を遺らないと云ふ考へを捨て、芋目地を故意に造

って、その部分に空気薄暦を遣って保温効果を傘

げゃうと云ふのである。との積方は煉瓦積の仕事

能率からも良いと云はれてゐる。第四聞はその積

む" 国序を示したものである。第四囲は 1 枚宇D 場

合の積方を示したもので、第 ＲＰ 聞は長手繋ｾ煉瓦

Ｈ闘の斜線を施せるもの〉の配置ｾ示したもので

XII 2 2  

如き形で表はされる。

B==ax +b 

但、 a，b は仕上及工事む程度に依り定まる定数

煉瓦の熱停導互容を A とし、内外表面仕上は不饗と



費

用

↑

［ｾ［Ｇｭｬ ご方苧 ｉｴＳ

'J.: 努R 壇屋根葺

→壁 l享 χ

第 28 聞

せ( ' ! " 鍵慢の体熱係訟は次の如き形で示さる。

1  

k =ー---x ( 2 )  

c +フー

イfl c は内外表面仕上に依り定まる定数

戎に内外気温差T i - T。とせば、 dt 時間に壁を

通して外へ出る熱量 d wは

第 四 園

1  

d W=てでX( Ti .- To)dt 
.  ｾＭ
- .  ). 

( 日〉

事事 30 圃

2 3  X II 



1  

之を暖房期間中積分してｾ I  X を外へ出せば

ｾｔ す

W =」τ i ( T  i  - T  0)  dt ( 4 )  

C 十す J 暖房期間

J  iil A- WHlfJ T 山 ) dt r.t oC x  hr の箪位で、あ

暖房期間

るが、之を。Cx da y の単位に費へて G で示す事

とす。之を暖房度目敏 ( Hei zgradt age) と稽し土

地の温度に依り一定の値を持つものである。之の

求め方を次に述べて見る。

今或土地の気温密化が第26圃の曲線の如き費化

を注したるものとし、暖房は平均外気温が 10

0

C

k 下った時A より始め. 10

0

C  11: : 上った時 B I1::最多

るものとすれば、固に於て斜線を施した部分の面

積がG I 1 : : 相官する。との場合は室温を 20

0

C にと

った。調逸に於てはとの Gc o値を各地に就て求め

地固に表はしたものが出てゐる。( 第27聞〉

次に 24kcal に封ずる燃料換算費用を mとすれば

一年間の暖房費は

ｾｇ＠

C+÷ 

で表はされる。

第 2  

る頃と、反比例する頃とのこつに分けられる。之

を x 軸を横にとって示ナ時は第28圃の如く二つの

貰線で表はされる。従ってとのこつの織を加へ合

せたものは或黙で長小の値を持つやうな凹形曲棋

となる。とむ最低値の部分の壁厚が求むる経済的

壁厚なのでるる。

計算に依り求める場合は 5 式を x で徴分したも

のを o と置いて解けば良い。即ち

内 i

ｾ＠ k  =( l +ai n aー( 1+α) n - 1 山'-'-;r
d ; = ( 1+α) n 一- 1一 一 一 一 一τ 一 一

十 ( c + t Y

二十三=' /( : : r α〉n- 1 I 凶 1

). - y 疋王平可E Z す

］ｪｾ ＱＫαＩｮ＠ ＭＱｾｲ 凶ー ｣ＩＮ ( 5 )  

' " α( 1+α) nα 

此式は建築物の薄命 n が短く叉建築費が高い時

は壁厚を薄くして良い事を示し. 燃料費mが高い

か、叉其土地の暖房度目数G が大なる時は壁厚は

大とし主主ければならぬ事を示してゐる。従って寒

気む酷しい地方は嘗然壁厚を大とすべき事が解る

のでるる。

一例として満逸に於ける計算例を第 2 表に示

• 
格

|金墜厚 |盛R時M/ml l費 附R帯M建/ m築S費 停K…/ mh 1  年 ｾ ， ｬｊ 経費合計 ｒｍ 同
m 叫 ケ ル ν |ミ ユ Y へ ν |マ げ グ ラ ボ ワ

煉 瓦 壁 | 28 10. 85 1. 68 

41 13. 20 2. 46 

南面漆喰塗 |  日 15: 60 3. :24  

67 18. 4. 02 

年々の補修費及管理費は一定として h で表はし

年利を a、建築物の消却年限を n 年とせば n 年聞

に於ける相賞金費用 K は次式に示ナ如くたる。

f _ _ l _ G + h )  

K=( ax +b) ( l +α) n +  ｾ＠ ｭ ＺＭＺＭｘｾＧ＠ u  ｾ＠
‘ｾ Ｎ＠ - - -、苦， II 

{  1  + ( 1 + 白 川 + 川 ( 山 ) n-1} =  

( 1+α) n - .1  (  mG__ I  J.， )  

( ax+b) ( l 十日)n Ｋーーで一］ＺＺＺｾＺＭＺＭｘ +  h  ｾＨＵＩ＠
← 、 - ， A  

一定の土地に於て、消却年限一定の建築を遺る

場合を考へる時は、とり式は x l 1 : : 直線的に比例ナ

XII 2 4  

1.79 2. 0B 2. 42 2. 83 

1. 37 2. 日2 2. 28 2. 58 

1.11 2. 08 2. 29 2. 53 

0. 93 2. 17 2. 34 2. 55 

ナ。但暖房費 10RMj l OOkcaI . 償却並に利率を 7

% として計算したものでるる。即ちケルン及ミュ

ンヘンでは 41cm. 精寒冷えにマノレググラポワでは

54佃の壁厚が最も経済的と云ふ事に主主る。

浦測に於ては上記の考へに従って地方的に三部

分に分って寒さに臆じて疎瓦壁厚が規定されてゐ

る。( 第29圃〉

露西E では第30固に示す如く四地匿に分って夫

k の地直に於て第 8 表に示す如き壁厚を規定して

ゐる。
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地 区

I

E

E

N

 

0. 90  

1.08 

1. 35 

第 2 章 熱 慣 性

第 1 節 建 築 物 の 熱 慣 性

一般に暖房開始時に於ては、暖房悼からの熱の

一部は壁髄及家具類を暖めるに費やされる駕室温

の上昇は綾やかとなる。反封に暖房を休止する時

は、 ‘壁腫等に吸牧ベされた熱量は! 室温の念降下を防

ぐ作用をたす儒徐々に室温は下るー。との程度は建

物の構造に依って具ｾ t ，叉建築物の使用目的に

依つてはかゃう友現豊が有利にもなるし又不利完工

場合もある。一般的に云へば、暖房を始めると直

ちに室温が昇れ然も暖房中止後は却々冷却し友

いととが望ましいが、温度の上昇の速さと下降の

早さは大韓一致ナる故何れかを犠牲にしたければ

なら友い。短時間使用する皐校、数合等では直ち

に暖まって、暖房中止後も長く暖かい必要が主主い

からかやラ友場合は好都合でるる。之に反し住宅

等に於ては最初の暖房時の室温ム昇速度を犠牲に

しても、暖房中止後の室温の費化を小陀するやう

にすべきでdうる。

所で室温の下降は皐に壁瞳からの熱停導丈けで

友く、換気夫他に依る影響も相常言うるが、とムで

は壁躍の防空襲性を湾へる意味から壁の熱侮導の場

合に就てのみ考へる事とする。

壁慢の熱慣性を判断するには二つの考へ方があ

る。ーは暖房によって定常朕態の温度分布を示す

7状態にある壁瞳の暖房側D 表面温度が. 暖房中止

と共に如何に費るかと云ふ事と、他は組期的に暖

房が行はれる場合壁寵の表面湿度が如何に費るか

を見る事である。前者に就てはマチンスキー D 計

算法があり . 後者に就てはプラソフの計算法が昔う

る。其他巌密怒る計算法と してはグレーパーの方

法がるるが複雑で工皐的左足賞用には遠いものと思ー

はれる故、前二者の方法を連ぺて参湾に資する事

とする。

第 2 節 マチンスキーの方法

との方法は暖められた壁腫に於て、突然熱流入

が中止されて一定時間内後陀於て、壁鰹内の任意

月号の温度低下を求める方法でるる。所で貫際の当事

合には暖房中止と稽ナるも暖房髄からは焔放熱を

してゐるから( 特陀温水及ベ{ チカ暖房に於て〉

前記僚件は貫71犬とは合ってゐないが、費用的には

壁値温度の低下速度に依って熱慣性を比較判定す

るには役立つものと考へられる。次にとの方法を

説明ナる。

先づ壁髄の厚さを 50- 60mmの厚さの暦に分け

之をム e ( m) で示す。此場合材料が違ってゐれば

その境のととろで分けるやうにする。

室内側表面即ち暖房側表面を第 1 暦とし、外表

面の方向に第 2 磨、第 B厚子と名づける。

Eたに計算に用ひる符競を次の如く定めて置く。

C  比 熱 ( kcal j kgOC)

A  熱停導率 ( kcal j m，hr，OC)  

ρ  比重 ( kgj m
8

)

αi 内表面の熱停逮係数 ( kcal j m. l ，hr，OC)  

k  金構造の停熱係数

t  i  ; 暖房室内気温 ( OC)  

to ; 外気温 ( OC)

z  ; 時間 ( hr)  

R =ゴ三厚さ Lf ej 2の暦の停熱抵抗、

2，1 

m.'er，OCj kcal  

tis ; 壁盟内表面温度 ( OC)  

tos; 壁腫外表面湿度 ( OC)  

Lf t
1
， Lf t

2
，... …; 第 l 庭、第 2 居… … の中央に

於ける湿度低下量 ( OC)  

式ｾ簡箪にする震予えの記競を用ひる。

'

b

 

''h" 

• 
'

?

t

 
a

 

.• 
9

3

 

1

4

 

サ

吋

2  

事事 31 岡
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c  : : : 0. 50 

ｒ ， ＺＺＺｾμ 、 ＰＮＰＵ .  

，ＺＺＺーＺＮＮＺＺＺＮＮＺＡＺＮＮＮ］一一一 ＺＺＺｏＮＲｾ
み 2).1 0. 18 

* - の煉瓦部分を 7 暦に分ければ、

0. 380 

Ae2: : : t1ea... ... Aeg: : : 一寸一一: : : O. 0545m

ρ: : : 500 

とせば

然る時は) . : : :0.7;  c  : : : 0.21;  p  : : : 1700 

0.0545 

ｒｾＺＺＺｒｾ … ＮＮＮｒ 民］一 一 一 一 ＺＺＺＰＮＰＳＹ
“ . .  .  U  1. 4 

放に

刈

官

。a
一
一

古

田

一。
。

噌

よ

一

n
u

-

-

n

υ

 

同

一

+

言

。

n
u
-
の

a

-

A
H

リ一
一

-。“

Z

一

R

m

一
+

-

噌

且

晶

n

υ

T

1

 

一
一n

 

0. 75 z  0. 75. 1 

- - =一一=一=一一一一一一 :::9 .6

R 2 + R n  20. 039 

( cpAe) 1: : : 0. 50 ・500 ・0. 75: : : 12. 5

( cpAe) 2 : : : 0. 21 ・1700 ・0. 0545 =  19. )5 

壁腫の熱貫流係数を K とせば

1  1 ， O. 38 ， O. 06 ， 1  

ー=一一ー+一一一十一一一十一一=0. 2+0. 54
k  7. 5'  0. 7 '  0. 09 '  15 

+0. 56= 1. 3  

然る時は

a ) 第 1 府中央の温度低下は

t

1  

: : : 主. t1t2+ z ・k ・( t i ー t。2 ( OC)  

( c・p・t1e) 1+ n 1  

b ) 第 2傍中央の温度低下は

n!l.t1ta+ k・z (t i ーら ) ( 1 - J 字生斜ι }
¥ l ' " μ.  .uC ) t  i " 1 l l '  

くり・ L1e) け ns + ns - J % 1 L

(c ・p・Ae) 1+n1

く。 C ) ( 8 )  

c )  ta を計算するには次式が用ひられるが、普

通之は極めて小友る故 D と置いて差支へない。

α。・ (tis - t  i  ) z  

c. p. L1e  

イE此 9 式は箪ー材料む場合でSうるが材料が異な

る場合には次式で示さる。

1: L1t ・( c・p. L1e)，;;: a
o ・( tis ーし) z  ( 9a)  

内表商の湿度低下L 1tisは、第 E居と第21否の中央

湿度低下の差の半分丈け L1t1 より大友るものとせ

ば、

恥

0. 75 z  

ム R 1 + R 2

n o = : _g . 75三-

ｒ Ｚｊ十 ｒｾ

(  7  )  

L1t
2  

( 9 )  1: L1t  

ＧＮｫ］ｾ］ｏＮＷＷ＠
1. 3  

との備は煉瓦 3 枚壁厚の侍熱係監に等しい。

ヨたにコ ノレク表商の温度低下を求めて見る事とす

る。

公式7. 8に依り

L1t1. : : : 乞竺! 2+0. 77( 20+202=0 ，16At
2

+ 2. 05

12. 50十2. 4 “

として求められる。

木公式を用ひて構造物の熱慣性を判定するには

計算されたム% が霧西亜の規準壁厚の場合の慣

よりも小になれば使用に堪えるものとする。下に

その値を示す。

( 10)  
L1ti s  =;= (  t1t 1 十生ヂ) o C  

I  

u  

III 

百

三えに算定例を示ナ。

例. 1l f 2枚煉瓦 ( 0. 38m) と0. 05mコノレク暦よ

り怠る壁に於て (ti ー to )  :::40、の場合. 1 時聞

に於ける内表商湿度低下を求めよ。但コルク居が

外表商の場合と内表面に通うる場合の二つに就で夫

々求めて比絞ナペし。

1 . コルク月刊号第 1 J吾にある場合。

コルク唐の Ae: : : O. 05 

). : : : 0.09 

、f. 12. 5 ¥ 

9  . 6At a+0.  ＷＷＨＲＰＫＲＰｾ＠ 1一一一一一一 l
J ¥- 12 ，5十2. 4'

12. 5 

19 ，5+9. 6 斗9. 6一一一ー一一ー

12. 5+2. 4 

=0. 24L1ta+0. 13 

L1t  a: : : : i }とせば

At
2

: : :O.13 

L1t1  : : :0.16 ・0. 13+2. 05=2
0

. 07

2. 07- 0. 13 ｾ ｮ＠
Ati s  == 2  . 07 +一一一五一一一=3

0

. 00 

At 。Atis ::: 1. 75 

1. 93 

2. 32 

2. 89 

熱傍導の厚占からは本壁慢は第 l 直に相官ずるも

のにお拘らすヘ内表面温度低下の鮪からは第W匝

( n合枚) にも劣る若手が知られる。

2. 外気側にコルクを張った場合

との場合

解
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R
1

= = R2 ==Rπ== O.  3¥l 

n l == n2==9. 6 

(c・ρ・.de) l == ( c・ρ・.de) 2==19. 5

.del  == .dell == 0. 0545 

放に

n
u
 

n

U

 

Q
υ
 

守
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・
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一

十

2

一
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一
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一
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今 .dt π==0 とせば

..dt
ll

==0. 29
0  

..dt
1

==0. 33 ・0. 29+1. 06キ 1.16

0

1. 16- 0. 29.  ｾｾｏ＠
..dti s== 1. 1 6 + 一一 2一一一1 . 60

0

とのー結果は第 1 匿の僚件を充分満足するもので

ある。

以上の結果から壁程表面溜度の低下をよかくする

震には熱傍導悪き材料を外部に張るのが遡常なる

事が解る。第31園は此の闘係を闘示したものであ

る。闘を見ても解るやうに、元来外援にコノレク吉と

張った場合の方が壁樟に含まれてゐる熱量が多い

のであるから、壁悼内表面温度の低下も少〈友る

需である。

第 3 節 プ ラ ソ フ の 方 法

マチシスキーの方法が、一方的友壁睦の湿度低

下を見るに反し、プラソフの方法は周期的に暖房

が行はれる場合の表面温度の周期的型化む振幅を

以て之を表はす黙に於て前者よりも一歩進んでゐ

る。

暖房が周期的に行はれる場合は壁艦内の温度も

周期的な費化を友すが、費化の周期が短い程その

費化が表面に止まる事・は一般に知られてゐる所で

ある。( 第33園〉

プラソフはかゃうえ主費化の甚だしい範囲の値と

して次の式を奥へてゐる。( 第32闘参照)

。=/ 互二 ./_z v a  

r  2πcρ <V 2π v  

的 ==j ミ 子 ; 湿 度 輔 係 数

かやうな範園を以下活動居と名づける。

今壁鵠へ供給される熱流 Q ｫ｣｡ｬ Ｏ ｭ ｾ ｨｲ ー が或振

第 32 聞

幅で費化する場合は内表面湿度 tis も亦之に相営

した振幅で饗化する。との振幅の比を比熱携取係

強と構し Y で表すとととする。即ち

Y==洋 時 kca川 河 ( 12)  

ｩＢｃｏ ￭ｊｩｾ回

との値は表面温度を 1

0

費へる誌には幾らの熱流

塑化を要するかと云ふ事・4と示すもので停熱係霊堂と

同じジメンシヨンを有ナる。

との値はフーリヱの熱停導基礎式から次の虫1:1き

形で、表はされる。

Y = = ! 写平亙 Ｈφ仰ω例川 ｫ｣｡刷阿ω｣ω 叫叫叩 ｣｡ ｬＯ ｭｾ剖叫仇川… ｬν刷ｬＯ ｭ ｾ川 Ｏｭ ｾゲ ヨ

此式は活動暦 0 の範図内に於てのみ遁用し得る

若し湿度費化甚7だをしき唐が二暦 t陀亡亘るやう f友主場

合陀は熱揖取係1盤設は

R l Y ーム引

一一一一一ｾ｟Ｎｙ Ｒ ( 14)  

1 + R1Y2 

で示される。ととに Y 1  0  Y  2 は第 1 月号泣第 2 居の

比熱機取係数で第10式にて求められる。又 R 1 ==

字で、第 1 月号の停熱抵抗を示すものでるる。

λ 1  

若し第 B居も開係するやうなれば

Y2==主立2主主主 ( 15)  

1十 K2YS

但 Y 2. Y  3は第 2 及 3 M- の比熱摂取係強 ; Rl l ==

e2 

).2 

若し第 3 唐で活動月初雪終るやうなれば( 15) 式を

ＨＱＴＩＭ 式に代入 して ｙ Ｑ を求める。 ｾｮ ち

R 2Y2" + y S  

R 1 Yl ・' +一一一一一一-

y ，==--<Jk'  1 + R
2
y  

1  _ _ _  ＢＢ， ｮＺＭＭＭＺＺｾＮＮＮＺ｟ｔ｟ ｊＺＺＭＢＭ［］， ＲｾＺＮ ［，， Ｓ｟＠ ( 16)  

1 + R 3 2 2L F ± Z E  

1+ R 2Y3 

2 7  XII 



11、12式を見て一般に共の開係がるる事が知ら

れる。

ｙｮ］］ｾｮ＠ Yn コ+Ynf 11 
( 17)  

l + R n  Ynl l l  

次に空気麿t D Y は z ==24時間の場合は共の如く

たり

Y 由==. / 竺盟主 ==' /6. 28 ・0. 24 ・1. 29 ・0. 02_
司 - - - ー

_  y  z  Y  24 

y 正百五==0. 04

之を煉瓦の Y 練 ==8. 11'c比すれば殆んど0に等しい

としても良い事が解る。放に Y 盆 = 0 とせば空気

月号の( 熱〉婦取係数は

Y  n  ( . . .  ¥ == -----1!!iJ 
n(笠)==一一一一一一

l + R n  Yn+ l  

( 18)  

として良い。但 Yn+ l は空気底の共の月号の y で、

R n は空気居の傍熱抵抗でるる。そとで活動暦at D

値を定める必要がある。

箪ー材料の時は一般に

R n  ］］ｾｮ＠
'‘ n  

( a )  

。n イZE; ( b )  

で示される。叉

-
p

一z

一
釘

一

/

d

y

 

v
'
 

( c )  

之より

R n  an  Yn ==en  ( 19)  

叉は

2 E = R n Y n  

v n  

( 20)  

君主る関係が求まる。

ぷ』

寸

2 Z = R1 Y 1 = D1  

V l  

29 z R 2 Y E = D2  

V 2  

陀て表はせば

D  ］］ｾＱＫｾ ＱｬＫ……空 ＡＧ Ｍ ］］ｄｬＫｄＲＫ ・… ・・ Ｋｄｮ
a

1  
'  a

ll 
'  ￢ｾ＠

==R1Y 1 +R l l Yl l +…… RnY n ( 21)  

となる。若し

D n  ==;E. == 1  

v n  

なる場合は

a .， ==en  

XII 2 8  

一般に Dミl なる範閣を θn とれば良い。即ち

D= = R1Y 1 +R 2Y2+. …・・ + R n Y n よ 1 ( 2わ

たる範箇を用ひれば良い。

壁樟内表面温度 tis は表面の停熱抵抗の篇定常

j伏態に於ても室温より低く出てゐる。との差を

Lf t
2で、示す。表面温度の一週期聞の振幅の弘を Lf t

1

で示ナ時は、壁睦表面を室内 気 温との最大差は

Lf tis == Lf t1  +Lf t
2 となる。

内外気温度ととの長との比を湿度不費率

( Tenroyct onyn bot n) ψ と省づける。即ち

t: ー t.. R一一
ψ =つむι - R  i  +-;IJl_  

J  1  

但ととに R ; 壁腫の傍熱抵抗t

Ri  ; 内壁面の体熱抵抗即オ

m ; 暖房法式に依 D定まる定数

( 第 4 表)

( 23)  

若し活動暦が軍一暦で鯵る場合陀は

R  

( /1== 

R i +  .... ｾ＠
且 1

で示される。

( 24)  

書留 表4  

幸手 房 方 式
作 $

中 央 暖 房 暖房12時間 中止12時間 1. 52 

18 6  1. 12 

6  6  1目03

9  3  0.79  

3  3  0. 76 

ベーチカ暖房 1. 00 

1 日 2回 I司 0.71  

大望書熱量 1日 1回 同 0. 5 

1日 2回 同 0. 35 

プラソフの計算法に依る露西亙各地匿の規定厚

さの壁の ψは大熱容量ぺーチカー日一回暖房の場

合は次の如き値と友る。

第 I m: ψ= 6 . 5

第 nm: (/1 =5. 5  

第 m w ψ = 4 . 5

第百直 ψ= 3 . 5  

現在ソ聯に於いて壁憧の熱慣性を表はす陀除プ

ラソフの方法が採用されてゐる。以下計算例題を



掲げて参考に供する事とする。

例1 . 煉瓦3，2始、2，1弘枚厚壁に就て 、大熱容量

ぺーチカ 1 日 l 回| 援房、即ち係Jlt m =拾の場合の

湿度不費係童文 ψ を求めよ。

煉瓦の A = 0. 7;  C  =0. 21 ;  p=1700とし、 z =

24時間とす。

活動庭

=/-;:---; : ;-' 24 ・O . 7 = 0 . 凶 7 ( m)

y  2・3. 14・0. 21・1700

即ち最 も薄い煉瓦壁( 1 弘枚380Inm ) に劃して

は は 漸 く 義 =0. 23 K 舵 な い 。

熱擁取係数は

Y  1  ］ＮＯｾ・ ＳＮＱＴ ・ ＰＮＲＱＮＱＷＰＰ ・ ｏＮｾ =IU  

1 =y' 24 -v.. 

( kcaI; m hr
O
)  

壁胞の停熱抵抗は

R a枚 = _  1__= 1. 30 ｒｬｬ 枚 ］ｾ］ＰＮＹＲ
0. 77 ＮＧｾ ｖ＠ --A' ' ' '  1. 08  

R 北 = Ｍ ＩＮｾ＠ =  1. 11 R1yA文= -L = 0 . 7 4
0. 9 • .•• ＭＭＮ ｉ Ｂ，ｾ＠ 1. 35 

内壁商の表雨傍熱抵抗は

R
is 

== ｟Ｑｾ＠ = 0.. 133 

ｾ＠ 7. 5 

之より各控の湿度不境係1設を求むれば

3 枚( 第 11!m:) 

1. 30 

<P =  1¥ 1 0 0  I  1  =6. 65 

0. 133十一一一一一

2 ・8 ・1

21; 合枚〈第 l[ 1i!I) 

1. 11 

< P = ^ ， n ^ ， 1  =5. 7 

0. 133十一一一ー

2 ・8 ・1

2 枚〈第l H1i ! I )

n

d

 

d

官

一.

，
A

守
ム

苫

o

n

a

-

-

n
u
-

-の

A

仏

一

+。
。

噌ょ

、B

ノ

n

b

E

 

日

前

，
、
t

f

t

、
、

枚
%

 0. 74 

<P = ^ . n n l  1  =3. 8 

0. 133+一一一一ー

2 ・8 ・1

例2. 1112枚 ( 380mm) 煉瓦壁内商0. 05m厚. コルク

張壁の温度不獲係裁を求めよ。

但、煉瓦壁 A  =  0. 7;  c  == 0. 21 ; ρ= 1 7 0 0  

ーコJ レク A  =0. 09;  c  ==0.5  ;  ρ==500 

a  、 コノレク月号に劃して

Y1==戸子ヨイ6 2 8 。十500. 0 仰

=2. 壬2 ( kca! / m ・hr
o

o
イZPイ品治誌

= 0 川 m)

即ち Oはコルク居厚を超えない、t ! 1 l ち煉瓦婿迄

建してゐ君主い。故に温度不費係数伊はコルクのY1

K 就て求めれば良い事に主主る。

R==古+;::;十;:;;+会==1. 29 

( m"hr
O  
j kca! )  

RI s = - L = 0 . 1 3 8  
o  

7. 5 

放に

1. 29 

<P == 
^  

，nn ， 1  =3. 80 

0. 133+一一一一

2・2・42

之はコルクを張らない 1 救: 宇蹄瓦の v と同じで

ある。即ちコルク張は傍熱抵抗を大にするには効

果があったが， ( 0. 74- 1. 29) 温度不塑係盤を大

友らしむるには効果がなかった事になる。

仰1]3. 前同様の場合、外部にコルク張 ( 0. 05m) を

した場合の伊を求めよ。

此の場合は明らかに活動唐は煉瓦部分に入って

ゐるから 、煉瓦部分に就て ψ を求めれば良い。

/ 6. 28・0. 21・1700・0. 7

==，/  
ｶＮｾｶＧｶＮＢＺ￟＠

.&.， v V ' V .  I  

=8. 10 

( kca! / mも r
O

)

前例に依り

R== 1. 29 R==( m"hr. Oj kca! )  

Ri s ==0. 133 

放に

1. 29 

<P == n  . nn ， 1  ==6. 62 

0. 133+一一一一

2. 8. 10 

即ちコルクを外に張る時は第 1 医 ( ψ=6. め に

も遡合するものと放る事・が解る。

伊1]4. 前例に於て室内側面1 7 : 0. 025m厚漆喰塗とし

た場合のψを求めよ。但漆喰の ) . ==0. 6; c==0. 2j  

p  == 1600 とす。

石茨陀就て活動屠を見るに

。 Ｑ］］ ，Ｏ ｾ Ｎ ｧＮＶ
==J 一一一一一一一一

=0. 085 ( m)  

y  
6 .28・0. 2・1600

然るに漆喰の厚さは 0. 025mなる故 θ は煉瓦中

にも
p
食込む諜である。従って計算法を餐へねば友

2 9  X11 



らぬ。

第 1 居( 漆喰月号〉に就ては

/6. 28・0. 2・160O 0.6  ==，/ V

' -

V  

V ' _  ｾｖｖｖ＠ V ' V  7. 1 

r  24 

( kcal j m :. hr
O

)  

第 2 暦( 煉瓦居〉に封しては

2 = / 6 2 M m・1700. 0. 7
=8. 1 

24均

( kcal / m2
hro

)  

漆喰居白熱抵抗は

R
1

==旦A 笠 =O. 042( m 'hr
o  
j kcal )  

0・6

放に石次の熱揖取係数β

次に

故に

Y 可==_Bl Yl "+ y L = =_Q.04. 2・7. 1
2

十
8. 1

ム 1 + R
1
Y2 1十 0. 042・8. 1

=  7. 65 

1  ，0. 025 ，0. 38 ，0. 05 ， 1  

R==一一一+ 一一一一十一一一十一一一十一一一

7. 5'  0. 6 .  0. 7 .  0. 09'  15 

=  1.  34( m hr
o  
j kcal )  

R  1. 34 

== T >  1  == ^  ， n n ， 1  =  6. 75 

R 国+ 一一一 0. 133+一一一一
同 2 Y1  V ' _ v v ， 2・7. 65

之よれ内面の漆喰援は壁檀の停熱抵抗を多少

増すのみ主主らで夕、( 1 . 29"'-+1. 34) 湿度不費係設をも

婚し? と事になる。 ( 6. 62→6. 72)

第 5 章 防 露 構 遁

冷却せる壁韓に暖漏空気が嘗る時は、結露現象

ｾ生じ、冷却面の温度が氷黙以下の時は結績を生

ヂる。之を防ぐ方法としては

1. 室内空気を乾燥せしめる事

2. 接関表商湿度が室湿よりも著しく下らぬ事

3. 暖房中止後も壁表面温度C 低下が著し〈友

い事。

等の諸方法が考へられる。

第 1 の僚件は、建築物の使用目的によれ例へ

ば紡績工場等にて袋内空気を乾燥せしめ得ないや

うた場合は別として、衛生率的には 3 0 - 7 0 %の範

囲が最適であるから此範圏内に保つべきである。

所で新築家屋では乾燥が充分でない時は室内の温

度は 100%近くに達してゐて、かやうな建物では

冬季の結震は避ける事が出来ない。乾燥した古い

家屋では筆者の側定では犬腫6 0 %前後を保ってゐ

XI I  3 0  

る故壁慢へ白結Z容は殆ん E 起ら君主い。

第 2 ど3 の僚件は何れも室温を壁湿との差告と少

くすると云ふ賭に於て一致してゐるが 21は定常欣

態に於けるもので、 3 は不定j伏態に於けるもので

ある。

第 5 表 空 気 の 合 襟 霊 と o 鮎

ｉ ｾ 無 Ｑｭ Ｓ 中 ｼ 下記比訴事( ot ) の宝霊祭が. 駄にきE

特，li Iの最大会議| するか温度低下t ! - ts 

'-- I震 g / m
8

I  30 1  40 I  50 I  60 1  70 I  80 I  90 

- 20 0. 90 一 一 一 一

15 1.41  一 一
5. 6 4.0  2. 5 1.2 

10 2. 17 一
- 1  8.0 5. 9 4. 2 2. 6 1.3 

5  3. 27 14.1 10.8 8. 2 6.2  4. 4 2.7 1.3 

つ 4. 84 14. 7 11 :3  8.7 6. 5 4. 6 2. 9 1.4 

2  5. 56 15. 0 11.7 9.0 6. 8 4.8  3.0  1.5 

4  6. 36 15. 3 12.1 9.3 7.1 5.1 3. 2 1.5 

6  7. 26 15 .7 12. 5 9.7 7. 3 5.3 3. 3 1.6 

g  
8. 27 16. 0 12. 9 10.1 7. 6 5.4 3. 4 1.6 

10 9.40  16.4 13.3 10. 4 7.8  5. 5 3. 5 1.7 

12 10. 66 16. 8 13. 6 10 .7 8. 0 5. 6 3. 5 1. 7  

14 12. 06 17.1 13.9 10.9 Al .1 5. 7 3. 6 1.8 

16 13. 63 17. 5 14. 2 11.1 8. 3 5. 8 3.7 1.8 

18 15. 36 17. 9 14. 5 11.3 8. 4 5. 9 3. 7 1. 9  

20 17. 29 18. 3 14. 7 11.5 8.5  6. 0 3. 8 1.9 

定常欣態の場合に就ては. ヨたの如き計算法があ

る。

今 to ; 外気温

tj ; 室内気温

k ; 壁種の傍熱係数

α ; 内壁面の熱傍逮係埋ま

ts  ; 室内空気の癖賭

壁商が丁度露貼陀達した時には次の如き関係が

ある。

叉は

(tj ー t o) k  == tl (t j ー t
s

)  

k==α( t j ー ts )

tj 一 t。

( 26)  

壁面に結露し1 ; ; . い震には壁韓の k はとの値以上

なるを要する。との式の (t j - t s ) は室内空気の

湿漏度が解れば第 5 表から求める事が出来る。

ヨえに結Z容を生ぜざる女r . 1 き壁厚の決定例翫示さ

う。

例1 . 室温18
0

C 比 i j 60% 外気温 .. 20

0

C の場

合. 煉瓦 (7.) A==0. 7 として結露せやる壁厚を求め

よ。



女 献

衛生工業協合，衛生工業便覧

満洲建築雑倍、告書l S巻告書8披 附 聞

第 5 表に依り tj ー t
s

::;:: 8 .4

0  

k: :  7. 5・8. 4

=一一一一一一=1. 66

38 

J. S. Cammer er ;  Der  War me. und Kal teahutz in 

der Industri e.  

J. S. Cammer er  u  H.  Krause;  Grundl agen fur 

wi rtschaft l i chen War meachut ' Z.  Archi v f. 

Warmewi rt schaf t  u. Dampf ke田 el w回 en，

14 Ig. Hef t  5  Mai  1933.  

ｒｩｾｴｳ｣ｨｾｬ［＠ Hei z ・und Luf tungstechui k.  

Ri etschel - Brabbee;  Hei z- und Luf tungstechni k.  

暖房と換然 1，C露文〉

経済的暖房家屋の貨験資料( 露文〉

ア シ エ ;

プ ッゲ，コリファ卜;

X : :  0  . 28( m)  

故に満刑の煉瓦ならば 1 枚 字 ( 32c m) で充分で

重うる。

伊 ｾＲ .  室温、外気温前例に同じ。新築家屋の詩室

内空気の比温、 9 0 %、棟瓦の，( : : 1 . 0 なる場合結

露せぎる壁を求めよ。

第 5 表に依り t j
ー t

s
:: 1. 9

0  

k: : 7.
5 X 1. 9  

= 一一一一一一= 0 . 375

38 

ワイ y シ ュ テ イ ソ ; 新 煉 瓦 工 法p 建築工業 1932年

告書 Ｔｾ 14頁〈露文〉

特殊建築( 露文〉

西欧に於ける新住居建築 co文〉

大阪市天王寺置束平野町周丁目ニー

美素工業所

電 信 夫 主 唱t ( 77) 閥 oo=: 審

1  1  

- 一一一= 一一一十一一一十 一一一

1. 66 15 '  0. 7 .  7. 5 

古い住宅も新築同様となる

新築住宅にお手入のいらぬ
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以 上

昭和 Ｑ Ｘ 年 Ｙ 月 ＳＰ 日〈筆者はｾ合爾ｾ工大教授〉

マ チ ン ス キ ー ;

ノレ ク ;セ

1  1  1  x  ]  

- - _ 一一一一 = ー 一十一一- + 一二-

k  0. 375 1 5 '  1. 0  .  7. 5 

x  : : 2. o7( m)  

即ち 2. 57m の煉瓦壁を要する事になるのだが

之は質際問題として不可能で②る。従ってかゃう

君主僚件の下には結露は避けられないと云ふ事にな

る。

ヨえに非定常y状態C 場合は、換気の影響を入れれ

ば複雑にたるし、叉換気の影響を考へないとすれ

ば、何時間で壁表面湿度が最初の空気の露鈷に連

ナるかとラモふ事に友って、壁表面の降下速度が問

題と怠って来る。従ってとむ場合はマチンスキー

の方法に依り判定するのが至嘗と考へられるがか

ゃうた考へ方は工準的には何等意味のないも.の で

換気と関連して始めて意義を生歩るもので之に就

ては未だ研究されたものが無く今後の研究に待つ

べきと考へる。

猶 煉 瓦 進 の 耐 寒 建 築 と し て は 軒 廻 れ 窓 廻 れ

腰廻れ基礎等にも言及すべきであるが、之等は

他日機舎があったらば裂表し度いと考へてゐる。

参考の篇本文を草するに嘗 b 引用した諸文献を

傘末に掲げて置く。猪木文を草するに嘗り資料文

獄の貸奥を給はった東京工業大皐勝因助教授に到

し感謝の意を表す。



人 形 簿 瑠 璃 に つ い て

必Ｎｾ

人形浮瑠璃はー名三業とも云はれまして、太の

三ｩｪ［ｦｾ棋陀乗って語 ｢ 出されまナ義太夫節に合せて

人 形 を 錬 れ 浮 世 の 義 理 、 主 従 の 契 . 夫 婦 の 愛

情. 親子の心情等をと巧に表現したものでご古いま

ナ。そもそもとの人形浮瑠璃は何時頃から起った

ものであるかその源に遡上って見ますと現夜明ら

か陀されてゐますととろでは足利時代の中頃から

と言ふととだそうでナ。その蛍時には琵琶・能狂

言等があったそうですがその翫賞者は大髄ゐ公卿

さんや殿上人、武士と言ひましたゃう主主上流階級

の人々でるったゃうでご玄いまナ。上の人々がと

のやうでるったのに封しまして. 下々のものも何

かいム音識的主主娯繋が欲しいものと思ってをりま

した矢先にとの海瑠璃といふものが頭を撞げて来

たわけでございまナ。との海瑠璃の起り始めたの

は大腫今から三百八十年位前からでZうると文献等

に載せられてをります。

只今のととろでは浮瑠璃御前といふ主人公の出

てゐる浮瑠璃が最も古い一もむだそうで源義経が奥

州卒泉へ下った時途中三河の矢矧でとり滞瑠璃御

前とたれそめたと言ふととをその筋としたもむで

ど乞いまナ。そしてとの浮瑠璃の作者でどさ「いま

すがど主主たが作られたのかはっき D分ってゐ左足い

そうで、始めて語られたむは淀君時代の普人海角

検校( 或は岩結検校叉は丹波七郎左衛門及び橋本

筑後でZうるとも云はれてを D まナ〉で2うると云は

れてをりまして、浮瑠璃む系圃もとムから起され

てをりまナ。とのやうにして世の中陀出て来まし

た将瑠璃は更に竹本義太夫( 義太夫節〉常磐津文

字太夫〈常磐津節〉鶴賀新内〈新内節〉持宮太夫

( 清元〉等の人々によれ夫々特徴を持った節の

語り物として現在まで停へられて来たのとプざいま

ナ。そうでナから今の常磐津も清元も新内も義太

夫も全部とれをひっくるめて滞瑠璃といふわけ

)(1 1  3 2  

柄 竹 紋 十 郎

( 文 紫 座 )

で¥その中人形と組んだのが義太夫節で他のどの

節よりも一段と質感を観客に奥へましたので浮瑠

璃、あム義太夫かと言ふととに怠ったのごぢいま

す。勿論常磐津・清・元・長唄・新内等と人形が組

めないと言ふととはございません。現に文五郎師

匠と私とが協力致しまして天王寺の境内に無縁悌

になってをられる代々の人形遣の方々の御墓を建

立させて頂きました時にやらせて頂きました奥行

には前に述べましたゃう左足清元・新内等と組んだ

のでど古います。

人形が始めて我が園に来ましたのは不安時代に

偲協子( く Y つまはし〉といふのが見えてをりま

す。偶( 晶子は支那の西方亙細亙酬の中央あたりか

ら漂避して来た奮頭演華人であったらしく、九そ

一千年前] f ' C そり源を裂してゐると言はれてをりま

す。とれに封しまして三味繰は. 永融年聞に琉球

から泉州堺港f ' Cj険入された蛇皮棋を本邦化したも

のでorっと三百七、八十年前の舶来襲器でご乞い

まナ。そして先づ浮瑠璃と三味紙とが提携し、慶

長の初年あたりに更に人形が加はれ海瑠璃が義

太夫節に嬰へられ、その後いろいろと改革されま

して、今日のやうな人形浮瑠璃が出来たむでご曾

います。それから義太夫節( 語! ? ) でナが. とれ

は今も言ひましたやうに‘ 浮瑠璃といふものを初代

竹本義太夫が元締時代た音築上の大成を試みまし

て今日のやうた立祇友華街に盛り上げられたもの

で¥との義太夫と同時代に出たのがるの有名古主大

阪の近松門左衛門でどさ「います。門左衛門は初代

義太夫とは無二の親友で元締時代に義太夫が戯曲

的展開を試み得ましたのも質に門左衛門む奮闘に

よるものであると云はれてをります。初代義太夫

の節、現在「義太夫」と云はれてゐるものは、初

代義太夫がその基礎を固め、その子の政太夫〈後

の二代田義太夫〉が大成したものたのでごぢいい



ます。とり二代田義太夫と云ふ，人は非常に聾に乏

しい人? でったそうで初代程よくは主主かったと云は

れてゐましたのが門左衛門の作りました園性爺合

戦 k 語って大いに名撃を②げられたと云ふととで

す。門左術吋は親I;i.ーの子を助ける詩に全然しら泣

い唐の事情を想、後して筆を執られたのでどぎいま

す。その首時門左衛門はある事情で牢に入ってゐ

たのですがとの作が牢中のもので②り且つ非常に

すぐれてゐたので御赦菟陀えにったといふI噂ささへ

傍へられてをります。

とにかく遁ゆく人 k が「キコーラへ. キコーラ

へ」。と浮瑠璃の中 Kaうる文句をロヂさんで通る

有様でるったといひますから湾へて見ましてもす

ばらしいものであったととが想像されます。とむ

園性爺合竜丸は今も残ってをれその舞基の華麗な

ととは他の舞華C 追随を許しません。上演の時御

覧になれば沿わかりに友りますが、唐む服装建物

色彩等非常にきれいでー名舞基の芝居とさへ云は

れてをる位見事主主舞蓋装置を持ってをります。

との外門左衛門には漂山い L 作品がまうりますが

レ' "

その中でよく知られてゐるものを言ひますと、心

色・§ でん町2! . 1J . t : . w. ｾＮＮ［Ｎ 、 ＱＨ り あ 砲のなi > ｾ＠

中天網島・タ霧阿波鳴戸等有名です。

との外近松牟二、竹田出雲、三好松洛、並木千

柳Ｎ菅専助等の立派主主滞瑠璃作者か ｾｋ 出まし

て、忠臣離・伊賀越等む名作を残してをられま

す。最- 近では豊津圏平その"1i: 加古千賀が出て夫婦

の聞の情愛を狙ひました室坂観音霊験記、あの

「三つ違ひの兄さんと」で有名主主滞瑠璃を作詞作

曲せられてをります。浮溜璃そのものには節、

詞、佐和利、 口説き等といるいる語、り分けがあっ

て親の子に封ずるゐもひや! J X 家来たるものの主

に封ずる心持等3と巧みに表現してゐるのでありま

いち いろ

す。従ってとれだけ浮世の種々放ととをと語る義太.

夫の三味紘は長l奥の三味根ではどうしても弱く 、

現在使用してゐる「太」と言.はれる樟の太い三味

が さ

棋が よく 合ってゐるのであります。 r太」です と

ピマンと引けば腹の底までピマンと響きますから

。質感がよく出るのでございます。

それではとの遁で話題を新らしくしまして剤、の

幕門である人形につい℃荷: しく御説明申し上げま

せう。人形は先づ男の人形とム- 白人形とに大別さ

れますがその種類を云ひますと . 立 役、老け役、

女形、子役、ちやり 、つめ ・の六種程に分れます。

とれを更に細かく役柄によって別けますがそれに

は人形に使用する頭 Cかしらと讃みます〉の種類

によって直別しまナ。今主主主るものをひるいまナ

と大韓弐のやうに左足りまず。
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ありますく俗におたゃんと云は

れてゐるものです〉
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1< や〈

芝居の 中の端役に使用するか し らで現

在 文 集 で は 漏 主 村 人、船頭、大井川

の人足等に使っ てゐます。

向との外に三菱か しらといひま して四 y 谷怪談

1.. .;， 1'".'"・弓f r，. (. ｾ Ｑ Ｐ 、町 や しち ぜ o

の1訟法、i言杖ー誕! 零祉の三人座頭〈帽の市. 玉
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の市、徳の市と名をつけてゐます〉三番史、がぶ

ｾ＠ 1;よ

( 鬼女〉のととで糸を引きますと口がわれて頭か

らつのが出、腎がくるりとかへって鬼の目陀なる

むず約書噌1 1 ; ; ょやしまにつh: れ くら ｪＩＭｴＱＧｾ よ

かしら〉娘景清八島日記の盲景清等それぞれその

役にのみしか使用し主主いかしらがあります。その

他のかしらはいろいろえ主役に粂用しまナ。( 例へ

ば本朝廿四孝の八重塩姫と太功記十段自の初菊と

は閉じかしらを使用しまナ〉

大関人形の種類は以上述べました通りでご古い

ますがとのかしら、かしらに夫々の衣裳をつけま

して一つの人形を人形遣ひが自分の手で梼らへる

のでるりまナ。人形の構造を云ひますと頭くかし

ら〉胴・足の三部に大別出来まナ。その中で頭で

すがとれを「かしら」といふのは昔からの習慣で

して「あ? とま」とぽ云ひません。頭にはその内部

にいろいろと仕組が出来て居てすべて糸にょっ℃

眉毛が動いたり、口が聞いたり、自が動いたナる

やうに出来てをります。現在との人形のかしらを

つくる人には天狗久、天狗耕といふ方々が四風t亡

をられます。手も糸によって握ったりのぼしたり

するやうに出来てゐます。総操りと云はれる所以

もとム陀 2うるわけです。胴は肩板といひまして真

中にかしらをさす穴のあいた一枚の板にいろいろ

の衣裳を着せて胴にするのですがとの時肩の肉の

恰好をつける震にヘチマを肩板と衣裳との聞に入

れて形をとります。男の人形. 例へば武智光秀の

XII 3 4  

ゃうた荒々しい人形にはとのヘチマを津山積み重

H か をや奪

ねて肩の怒りを出します。女形はるま b 重ねす= に

その柔さを出します。足は女の人形には通常あり

ません。裾をからげる時には特別につけます( 例

へぽ鏡山のお初〉女の人形は足遺ひの裾さばきに

よって足のあるやう陀見せるのでごぎいます。男

の人形には足は常についてをります。そして足袋

も穿かせてありますし、草履 ' T駄等も勿論穿か

せてるります。

λ 形の構造は大鴨とのやうでございますが. 遺

ひまナのは主遺ひと左遁ひと足遁ひの三人で一つ

の人形を遺ひます。そして三人がぴった b と呼吸

を一つに致しまして、更に太夫・三味紘と気を合

せ、義太夫の文句の云はんとするととろを汲んで

芝居を進めてゆき、観客を感動させ、時にはー泣か

せ、時にほ喜ばしめして舞牽に最高の妻芸術を作り

出さうと精進致してをる次第でございます。

私がとの遁陀入りましたのは九才の時で、. その

時分の芝居は朝の八時から始まりまして、暁の七

時字迄やってをりました。母親に握飯をと しらへ

と や

て貰ひまして風の日も雨の日も芝居まで歩いて遁

ひました。勿論その時分は乗物も 今日のやうには

蛮達してをりませんし、叉蛍時の私詑にとっては



ヲ長物に乗って芝居へ通ふたどとは思ひもよらぬと

とでした。只 k 早く師匠方のやうに乗物に乗って

iaふととが出来るやう君主一人前になりたいとそれ

ばかりを繁しみに修業にいそしんで、参ったのでご

古います。それは丁度私が文五郎師匠のもとに弟

子入して間もたい頃の事でした。御承知の忠、臣誠

九段目るの大石山科閑居の場でどぎいまナ。その

時文五郎師匠は小浪を遣ってをられたのですが私

が そ の 説 ( 直 接 芝 居 そ の も の 同 出 帆 施 の

役者の使用する小道具等を後ろにひかへてゐてそ

れを役者K 手渡すととを後見すると云ひます〉で

して小道具を渡す役をしてゐましたが丁度との九

段目あたりが一帯腹のへる時間でしたからそとは

まだ小さい守供のととでナ、腹のへったのをがま

んしきれ十に送量κ 入って朝としらへてもらった

握飯をほ L ばってをりました。その時丁度私が師

匠に小道具ーを渡す時だったのです。さあ大捷びっ

くりして舞華まで飛んでいったので、すがもう手遅

れでナ。師匠もさぞj s 困りにたってをられたとと

でせう。怒ってゐられましたので丁度私謹が猫が

魚をとりに来たとき「しつんといって撃を出すと

念 1・ b ! 白

同時に無意識の中に克詐に力を入れますやうに師

匠も「とれツ」。と私を叱かられたのです。その

時蹴られるゐ心算は主主かったのでせうがあの文楽

特有の大きな下駄が私のa ，どへ2うたったのです。

私はびうくりして暴挙へ逃げとみました。とのや

ζ  ぷ ん

う陀して芝居加移りますと、小文〈官時私 l生芝居

で一番小さかった上文五郎師匠の弟子だったので、

吉田小文と名乗ってをりました〉が見えたいとい

ふので騒ぎにたりましたととる奈落の隅に小さく

主主って泣いてゐたのを見付けられて周闇む人から

文五郎師匠にお詫びしていた Y いてやっと許して

いたどいたととがありました。それですから忠臣

磁九段目といひます何とも云へぬ懐しさを憶えま

す。とのやう及決訟みまるりましたがそれでもや

っぱり腹がへりますので舞華へ排首をもっていっ

て客席から見えねやうにして喰べてをりましたと

とる頭取さんがとれを見られましてとれではるん

まりかわいさうだと言ふので文五t郎師匠ともゐ話

しをなされまして耕賞を食べる時聞をとしらへて

下さったととがございました。叉とん主主とともご

ざいました。

それは私が十八の時でしたが、義経千本樫の知

伎の女房を私が遣はしてくれと上の人K ;J.;-阪iひし

たので、す。知躍の女房といへばなかなかの大役で、

とてもその時分の私等には遣はして頂ける役では

なかったので、すが、もしとれを遣。って見て駄目だ

ったら芝居をやめますとがと心のほどを見せますと

営時幹部の人が六人中幹部の人が八人をられまし

て、との私の申出におどろかれましたが押談の上

とにかくあれほど決心してゐるのだから一際遣は

して見ょうといふととに友りました。さあ一生懸

命でナ。それとそ命懸けです。ゐ客さんの顔がぼ

うツとかすんで見える程でした。無我K えにつて舞

悪をすませ、 「もうとれで必暇頂きます、永らく

有難うどぎいました」と申しますと、 I/J 、文やめ

るとと要らんで、あれだけゃれだら上出来ゃ」。

との治言葉聞いた時ほんたうに私は夢かと思ひま

した、その時のうれしさは今も忘れられません。

とん君主ととのるつた翌年・十九才色春に吉田錠助を

名乗らせて頂くととに放ったのでどさーいます。叉

もどりか?

足をつかつてゐた頃の王将ですが戻犯のかむるはコ

ツボリ喜とはいてを P まナので足遣ひも駒下駄を穿

きましてその感じを出すのですが、どうも三味線

と の 晶 が と れ 判 芝 居 間 ね て か ら も 、開通ふ路

3 5  XII 



.. 

をゆき主主がらも口三味線をやり主主伽ら聞を合はず

やうに踏み足t : 稽古したものでした。とうして苦:

心してゐますと芝居ーが始って丁度五日目でした、

それとそ一心にたってやってをりますと拍手が来

苦した. 何ともいへ主主い心持でした。後で、文五良15

師匠から 「ゐ前の足拍子がよかったよってに手が

来たんやで」と云はれました時には夢心地の感が

ど乞いました。けれどもあとから考へまずとどう

して今日はそんたによかったのか又、明日も今日

のやうにうまく踏めるむだらうかと不安さへ起っ

てくるのでした、が翌日になりますと不思議に弐

、 ま

から共へと聞が合ひまして無事に舞華をつとめた

ととがございます。舞華以外のととろでは出ない

ものでも‘さて舞華と主主れば出て来ますから宜に不

思議なものです。よく「撃といふものは口でいく

ら敬っても三文の値打も君主い。自分 k 々で修業し

苦しんで、口にはいふにいはれぬものを曾得して

とそ始めて益事といふものの本韓がつかめるのだ」

と言はれますのもとの紳説、的なものが存在してゐ

るからで. との紳夜、を見つけ得たものが一人前の

益事人1 1 : 1 3 : るのだと子供心陀もしみじみ感じたので

どd " います。普通人形遣は足す年. 左十五年都合

二十五年修業し友ければ主遺ひとして舞益にたて

たいと申しますのもかういふととろにその理由が

②るのだと思ひまナ。

始めて入りますと五年位は小道具の出し入れば

かりさせられます. まして人形等舞肇では逆立ち

しても持たして頂けません、とのやうにしていろ

いろなととをゐぼえ子役喜とやらせて貰ひ‘ つめ人

形の足をやり婆の足をやり女形の足を合得して始

めて足遁ひとなるのでございます。人形の振りを

去ぼえますのは左遺0 . 1 1 : 友ってから見憶えるので

ごぎいましてとれらの道程を経て始めて主遁ひと

なるのでるりましてその聞の苦努は並大低のもの
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ではるりません。同じ人形を持って決じぎをさせ

まナにも娘役のもりでは. し とやかさ、はづかし

さに重きを置き、傾城ものでは色っぽさ艶やかさ

に重きを置きまして夫々遣ひ分けを致します。更

に政岡重の井といったや うな役では品を必要とし

ますから更にー居む苦心を要す る戎第でご乞いま

す。それですからゐ客様の方でも人形遣がとのや

うに苦心してゐる勉強してゐるといふととをゐ認

め下さいまして奥陀あそとはとう 、 ととはとうし

たらどうかと御注意下さいました伝らば私達人形

遣にとりまして拍手以上のうれしいものとしてい

ついつまで、も忘れられ友い何よりの御最買友ので

どぢいます。

近頃は去若い方々も非常に海山観覧に来られる

来られる僚に1 3 : ! ? 私達陀とりましては非常に』心強

いととでごぎいまして、もっともっととの方面に

興味を持ってゐ? とどきたいと思ってをりまナ。と

り意味にをきまして清水谷高等女皐校・都島工業

率校等の講堂にをきまして夫々先代萩・勧進帳等

を上演致しまして情操教育ならび陀我が園の世界

にすぐれたる園民性の一端をうかピム資料の一つ

にもと奉仕させて頂いたりでど宮います。今後共

に各方面からの観覧を得まして、との私達の祖先

が残してくれました偉大友華街のよさ、素晴しさ

在充分味って頂き. それと共に内容として盛られ

たる義理人情を分別して頂きまして各々様方の日

常生活にも御利用下されムぽ箪主主る娯襲のみで左足

く考へやうによっては一つの修整機関ともなり得

るわけでごぎいますから人形浮瑠璃たるの面白を

ほどとすと同時にその目的を遺憾なく稜揮ナると

とが出来ると存じます。今後共に皆k 様の御後援

陀よりましてよりー麿立i辰吉主もむに致ナペく精進

致す覚悟でど古います。



漣 配

合勢幹事舎の計霊として十月二十三日に文繋座

を見撃するととに君主ってから種々打合せの必要が

あって桐竹紋十郎氏の紫屋陀ゐ邪魔するととにた

った。見撃の目的陀は大阪の郷土議事術でもあり日

本の古典演劇jでもある文集をはっさりみたいとい

ふととが重黙となってゐたが. 更に人形使ひの技

術的立場から舞蓋設備に封する注文主主ぞも理解し

たかったのである。或は人形遣ひの技術家として

の苦心談を承るととを以って他山の石にしたいと

いふ希望もあった。

そんな需で皐i乞文禦を散見する程度の見撃舎で

は目的を達し難いと思ったので3交渉にも入念と怒

ったのである。

そとで見感舎はとれを二段に分けて、はじめは

紋十郎氏の人形遣としての技術的解説を依額し引

績いて座談、質問といふととにし、とれが格って

から座席で演技を鑑賞するととにたEった次第であ

る。

紋十郎氏の4缶詰しは既に同氏の記事から御承知

の通り文集の歴史から人形遣として如何に精進の

遁の多難で、あるかを述べられたもむであって、流

石に委事選大成への努力は ift l ' C敬服の他ない。

氏の如き天才的の素質をもってして尚斯くの如

く徴十年の研鑓左要するととを想へば. 今日停へ

られてゐる文紫色護衛を組立るととるのどの片鱗

を取り上げてもとれを簡E互に見逃すと 'とが出来な

い様主主心持に主主る。ー伊I j I'C 1 J : るかどうかわからぬ

が、舞華にゐる人形の委態をみるととれといって

遊んでゐる人形が見受けられない。普通の演劇で

は俳優その者が生きてゐるので言うるから偲りにサ

がってゐる俳優がゐ? ととしても舞蓋・上に姿態の崩

れ? と有様を仕出かすやう怒ととは起り得ないが、

人形となると人形その者が生命のない俳優である

たけに一瞬間たりともサボるととが許されたEひ聾

でるる。

合努幹事合 中 野 ! 慎 衣 is

斯様なととは何んでもえにい努力かも知れ君主い

が. 先づ人形I ' CI呼吸を遁はせなければ演劇lにたら

えEい。その上に於て所作の上手、下手が問題に君主

るとし友ければ放るまい。だから人形芝居に於て

は一瞬たりとも人形遣の技術的努力なしには芝居

嬰者が成立し友い特性を奥ヘられてゐると思ふ。

尤も人形を生命盟にすることム更に人形が俳優

として演す= る所作への移行は匝別出来るものかど

うかわからたいが、人形遣の技術的活動には人形

の金生命がか L ってゐるととを想像出来るのでる

る。

見撃む前後に紋寸

親覚席の閉を相開聯して見身皐主するととがl出弘来たの

は誠に幸ひで、あつ? たとが. 上記の様な意味を首日の

参舎者に於ても翻取されたとと L 想像する。

繋屋を通ってみると種々名前もわからぬ人形が

廊下なぞに吊り下げられてゐるが、とれ等を舞護

でみるのと恩ひ合せて意外に思ふ程鍵ってゐるの

である。人形遣の技術によって呼吸を奥へられて

ゐ放い人形の姿そのま ｌ みると、とれが舞ｾｴｺＺ働

くものと同じものかと思ふ程費ってゐる。

更に絞十郎氏の禦屋陀は氏の傍K 首夜遣はれた

三勝牟七の ￭ｾ なその」の人形が置いてあったが Ｎ

やめ宝て舞裏で活躍させる「ゐその」に暫くの休息

を奥へてゐるかの心遣りを感じて嬉しかった。芳香

へてみれば嘗然の事かもしれたいが. 顔の表情一

つ動かすととの出来1 J : い人形に先づ「冶その」の

顔を表現させるととから人形遣の技術的役割があ

れそれだけに舞憂に於ける人形遣の技術は戦場

に於ける兵士の封敵行動にも比すべ き緊張さがあ

ると信歩る。

扱て舞憂について建築的にどうかといふ問題も

考へてみたが、とれを人形遣・の技術から凍る重要

性からみると最早考・へ過をない方がいム棋に思は

れる。
一一15頁角館クーー

3 7  XII 



時 5平

草

建築行政の徹底簡素化

「簡素化」といふととが一種の流行のやうに友

って、各方面. 何に限らす" I簡素イじ」が唱導せら

れてゐる。行政の「簡素化」もその一つだ。 I簡

素」と言へば「簡単素朴」の略と考へるが、行政

の「簡単化」は解るとしても、 「素朴化」といふ

のは果して奈何でるらうか。字義にとだわって少

々理屈めく鎌はるるが、筆者には何だか多少密主主

気持がせねでも主主いのである。

勿論、 「簡素化」と言はれる意味はよく解って

居る。 I繁締」の反封だ。何から何まで御規則づ

くめの、手間ひま重ねて、一度で済むととを二度

三度と足を重ね、幾つかの部署を経ぬと事が決ま

らぬといふゃう君主従来のやり方を、出来るだけ手

つ取り' 早く. 手軽に、それで、高事差支へのない様

K 納めて行かうと言ふ陀他は主主いと信歩る。建築

行政といふととを採り上げてみても、- f 9 1Jが所轄

警察署だけで済みさう友ととも本部へ廻らねぽ決

まらぬとか、本部だけでは決まらヂ t亡、史らに本

省まで書類が廻付されるとか、建築課だけでは納

まらやに、閉じ書類を工場課へも衛生課へも出し

て、似たやうな事に幾度か足を重ね説明を要する

といったやうな場合、出願者の立場からすると、

随分、暇と手数に煩はされる次第だが、それが出

来るだけ簡単に納まるやうにと言ふのじゃ友いか

と思ふ。さうなれば誠に結構至極だが、さて是れ

を質際問題としてみると、禽事出願者む都合の宜

いやうに許り行かぬむは営然でるる。

文一面には、斯んな場合も考へられる。根本の

法や令については、府臓を異にしても 、何等痩り

はない筈であるが. 施行細則については、必らす京

しも一律にいって居らねゃう陀思はれる。中には

随分滑稽を感す= るやうな矛盾もるりさうだ。元よ

り土地の事情に臆じて夫々の相遣のあるのは賞り
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路

前だが、統一されて宜ささう友事までが直々とえE

L 取締の手心主主どにも 、地方により格段の相違

がるりはせぬかと思ふ。と与にも明らかに「簡素

化」の必要がありさうだ。

何故に政府は、との機舎に、思ひ切って府臓の

合同をやらぬのかと考へるのは、必らす= しも筆者

だけではないと思ふが、行政協議舎の間制が、幾

分さうした意味を含むものとみてよいのじゃない

かと思ふ。建築行政にあっても、此の行政協議の

盟制に準じて、近接府臓を打って一丸とし、相互

緊密な連絡のもとに、現在よりは遁かに手軽友所

謂「簡素化」が出来上りさうな感がナるが. 果し

て奈何であ らうか。強力主主中綴腫を設け・て、本省

所属の槽限も、務めて之れを地方に委譲するのは

勿論だ。さうなると大分商目がー噺するのではた

いかと思ふのでるる。

元より世聞から大方離れて、穴ども b 許りして

居る筆者でZうるから、その考へるととるも、現在

の時局に即して営らぬ節のあるのは首然だが、差

営り建築人として、建築行政のより「簡素化」が

要望されて居るのは明らかだ。無論、ｾ役所の方

でもそれ位たととは百も御承知で、従来とは遺ヲ

て、現在では手続蔦端出来るだけの便宜在講じ、

規則D 無視は出来ぬまでも、相賞主主手心が加へら

れて居るむは事賓のやうに思ふ。併し、手心とい

ふ事には悪弊が仲ひ、車に手心といふだけでは? と

より無いので置うる。規則む改援は勿論、治役所自

腫の機構t L t . 大事警更が加へられぬと本ものには

ならぬと居、ふ。それには恩ひ切って大英断を加へ

る要がるると信歩る。

全種人聞には、誰れによらす= 悪癖といふものが

a > あが、ゐ役人陀は喜子役人の悪癖がある。それは

他ではたし一端取り決めた規則は、それが、み

す々 k 時代に遁臆せぬものであっても、容易に改

正しゃうとせね事だ。筆者が小役人をして居? と頃

tL t. そんな例は幾つもあった。時代は大正から

昭和に及ぽんとして居るにも係らすヘ明治中期に

制定せられたものを依然として遁用されるなど、

誰れが考へても不合理友ととは解 b 切って居るの

だが、 さてそれが容易に政E せられ左足いのであ

る。役所には、叉役所君主りの夫々のしきたりが喜う

れ他で常へるやうにさう簡単に行かぬ貼も Zうる



のは明らかだが、今日はさういふ理屈の立つ時で

は主主い。先す，. 何よりも第ーに 、ゐ役人の頑固定E積

善的の頭から取りかへる要がるる。あらゆるもの

が念速を要するので古うるから、官といはす= 民とい

はす亡、常に園家的見地から時局に即隠する大英断

が望ましい。簡単ですませられるととは、思0 . 切

って簡車にすべきだと信十る。

思禽・協曾合併問題その後

感舎と協会の合併問題が、その後奈何君主って居

るのか. 筆者には其の一切の消息が分ら主主い。従

って此の問題に封し、兎角の論評を試むる資格は

持合せない筈だ。併し、何れ陀せよ、合併の運命

l'Caうるものたらぽ、その質現は一日でも早いコIj が

宜ささうだ。喜子五にそれだけ官余分なものが略け

て、現在の時代陀週目撃、するとと陀主主るのは明らか

だ。夫々の立場が有るのでZうるから、理屈を言へ

ば容易に纏らぬのが常然である。

果舎、協舎と封立して、共に押しも押されもせ

ね建築人の周躍であれ全然違った生ひ立ちと立

脚地に Zうるとしても、その合自般の規様大さ、歴

史の上から、協舎は泉舎に比べて遁かに年少者

? を。名は合併でも、質は併合といふ可きである。

協舎が皐舎に吸牧されると観るのが至営のやうに

筆者の如きは考へて居る。是れは決して協舎を軽

く見て居る意味では主主く、公平主主立場からして、

誰れにも感じられる所じゃ伝いかと思ふ。

協舎の創立に蛍って、多少とも微力を致した筆

者の共の首時C 記憶によると、要望されたのは、

今のやうなものではゑく、建築感舎の支部の設置

であった事は知らるム通りだ。それが色々の意見

一一勿論少数有志の聞の意見では有ったがーーや

相談の結果、皐舎とは全然別途陀、感人や技術人

としての閤睡では及しに、枇舎人としての建築人

の園悼を創立しゃうといふ所へ落着き、片岡博士

の特別のゐ骨折りで協舎は生れたのでるる。従っ

て舎の目的とする所も、設時の規則に如何aうった

か忘れて了ったが. 重貼は建築の商からする位舎

の段象運動が中心とたって居たのは首撚でるる。

何しろ今から二十数年前の、未だ々々多分に、

明治時代の停統に支配されて居た大E 中期の時で・

あったから、建築の上から見て念、世間の人の考

へは、誠に幼稚極まるものであったのは言ふ迄も

ない。大阪だけは、常時保安課に居られた池田賀

震の努力で、一般建物にまで及ぶ建築取締規則が

殻令されて居たが、未だ建築物法も 、都市計霊法

も何も1 ' ; ; . かった時代である。大阪市内忙しても 、

建築らしい建築はほんの政へる程しかえ主く 、技術

家といっても、現在の何十分のーにしか首らぬ数

よb 居らえ主かったのだ。最初片岡博士の唱導の傘

下陀集った者は、やっと五汁ー名そとそとのものだ

ったと思ふ。全く現在に比べると; t ; . 話に友らぬ7状

態で、 さういふ時代陀平Eって協舎は、微力友が

ら、出来るだけの努力を続けて、吾が閥西建築Ａｾ

陀、大たり小なり貢献する所のあった黙は、害1] 精

し左足しに言思めて宜いと思はれる。

然し今では事情がー費して居る。昔その債でじ

たい。雲泥の相違だ。殊『亡事襲以来、愛数年の痩

り方としては、吏らに格段のものがある。かうい

ふ御時世陀遭遇して 、何の程度まで協合存続の意

義があるか。そと1 ' C ; t ; . 互が、大いに考へ主主ければ

ならね問題が覆在するやうに信ぜらるのでるる。

卒直陀筆者の直感する所を言へば、協舎は既に需

すべきZ認を篤し終って居るのじゃないかと思ふ。

甚だ失櫨主主申分かも知れぬが、近時著しく協舎の

業績の怒らぬやうに見られるもの 、それは決して

役員諸君が怠慢であるからだとは言へ放い。時が

自らそうさせるもので有ると考へて宜いのじゃな

いカ、

臨時と平時では 、建築事情を異陀ナるのは今更

ら言ふまでも主主いが、取り分け今度の曜と守のやう

え主閣を奉げての織力戦とるっては 、並大抵のもの

ではない。建築界む一番ゐ得意にして居った卒和

産業が怪力抑へられて 、軍需援業が、直接と間接

とを論ぜ歩、昂揚されざるを得ぬのであるから、

仕事の技術的分野が、まるで縛換して了って居

る。その上陀、資本主義経済といふものが、あへ

たき最後を途げて、どちらかと言ふと 、安本の腰

にぶら下って居らぬと何ともたらたかった技術人

が、今では全くその閥幹から脆し 、ーにも二陀も

圏家の要望: I ' C 臆歩る他は主主いといふりが只今、の腫

制だ。『仕合居事象も何もあった もので、はない。

少とし手荒い言ひ方かも知らぬが、との際協舎

の如きは、或は潔よく自決するのが本営じやたい

3 9  XII 



かと思ふ。尽舎との合併などは問題では主主い。何

ちらかといふもと名聞に捕はれた議論で、少 k 手ぬ

るいと思ふが、事責奈何んなものでるらうか。

何れにしても今日の場合、関係諸氏の熟考む頃し

て、名義は何とあらうとも、合併問題の促進が踊

はしいと感ヂるのでるる。

「竹の家」の建設

「竹の家」などといふと、何だか待合茶屋でも

聯想されさうだが、そんな呑祭主主詩ではない。竹

材で木材の代用をして、何の程度の家が出来上る

かの問題で、ある。 r竹の症に茅の屋根… ぃ」と !j 、

訟の文句には開いた事はあるが、未だ宜! 療に竹の

桂の家を見たととはない。尤も撒奇屋風のもので

は、同ミ狸り及どに竹材を使ったものが有るかも知

らぬが、そんなものは例外だ。

最初は兎角の意見もるったゃ うでるるが、建築

や家具調度の方面に於ける竹材の態用は、近頃著

しいものが感じられる。メタル・ラス代用の竹ラ

スの如き、との頃では天下御菟で、何農の現場

を見撃しても、必らす= 何庭かに使はれて居る現j伏

だ。彼れ是れ利害を論じて居る時代では、最早無

いので有る。何でも手廻るもので用を足して行か

ねば. 今日の建築は出来ぬと言ふりが質棋だ。

「竹の家」の如きも 、意外に早く質現の域に建す

るかも知れぬ。或は、もう既にさうしたもむが試

みられて居るのかも知れねが. 寡聞な筆者は未だ

耳にして居らたい。

最近筆者は. 水道工事の銭管や鉛管代用に竹管

を使ってみる経験を得た。是れとても、 !ili Jに珍ら

しいものでは友ささうだが、自分としては最初の

経験だけに、色 k 考へさせられたので②る。思っ

たよりは保存期間も長いらしし水道施設として

差嘗りの聞には. 充分あって居る様だ。五年十年

先のととを思ふと、左様軽卒には採用出来ね筈で

はあるが、今は必要にせまられてみると、是亦竹

ラス問段無f康件で. 使ってみるより主主は主主いとと

に怠るのである。

軒樋、竪樋c 銭板代用に竹を使ふととは、別に

新らしいZ事: ( " はなく、三首の家は皆それで、るったの

だ。筆者の幼年時代に住んだ家の如き、全部竹樋

であったのを記憶する。風雅で、. 下手左足裕外品及
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どといふ紙のやう定記載板よりは、反って持ちが宜

いで喜うらう。背竹その僅で用をするので喜うるから

主食料の節約にもなってゐる諜だ。

「竹の家J K閥聯して思ひ出されるのは. rパ

イプの家」といｾととだ。左様、今から二十数年

も以前の事であるが、zまる男が錨パイプを組立て

て家を作るととを盛明したが. 果して何ん主主もの

でるらうかと、 さる人より相談をうけたりであ

る。無論蛍時は問題陀もせ歩、何不足のたい時代

陀、何を好んでパイプで家を作る要もなからうと

一笑に附した形であったが、今「ゲ' [ O家」といふ

事: を思、ふと、との「パイプ」の家が. ふと古い記

憶からよみがへるのを感す、る次第jだ。

大きたものは別として. との頃専ら必要にせま

られて居る、所謂十五坪以下のf 屋建努務者住宅

の如きには、構造材としても、或る程度の竹は際

用が出来さうに思はれる。大き及荷のかムる部分

には勿論どうかと考へるが、短かい佐とか、床受

けの東とか、壁や小屋哀の貫材代用之にどは、竹で

も聞に合ひさうだ。外部の下見板の代用に「ヒシ

竹」の利用もその一つで、は友からうか。窓や出入

口の隔を竹で葺くのも一策かと考へる。

とんな風に色々押し詰めて行けば、建物に封す

る竹材の利用は、未だ々 々相営富余地があり、 「窮

すれば遁歩」で、今一唐木材の獲得が困難一一現

今でも既に非常な困難で、l l ' > るのは充分聞き及んで

居るがーーと放れぽたる程、意外の代用 I吊として

竹材の登場が強期される。それが果して「竹の

家」と呼ぶまで、に琵展するか如何かは、今後のj伏

勢に待つより他は主主いのでるる 。

木材園でありたがら木材に図るのは、米産闘で

ありながら米に因って居るのと、いささか似たと

とるが有る。何れも産出よりは、消費の方が多い一

結果であるとみられる。木材の増産といへば、林

道を出来るだけ開裂して、一本でも、より多く伐

り出す以外には方法はないが. 努 力 や 職法開係

で、無時ーと伐り出す課に行かぬのは分り切って居

る。殊に樹齢といふものが、五年や十年ですぐ聞

に合ふ筈のものではたし少主主くも四五十年在経

ぬと、建築材としての一本前の用をせぬのでSうる

から、そとに非常主主閣総が伴ふのである。
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中支建築のことぐさ

富 田 清

I. 建築の色と型

各れの閣に於いても建築の様式構造を支配する

ものは先すt地理的僚件と風土で喜うると，思ひます。

との中支の建築も地理的僚件に終始一貫して支配

されて居るのがはっきりと見られます。長江及其

の他大部分の常 l乞漫 k とした7kを湛へて 、っきる

事なく地球の自縛と共に自然の法則にIEしく従っ

て流れを績けてゐます。

長i f. 1' L i沿ム雨岸の山々大きく或は少さく線樹に

蔽はれて航行する者陀旅の慰めを興へてゐます 0

5州民は温暖.風光明掘、沃野千里の観を深めます。

過去を物語る幾多の遺構を擁し隆史に残る激多の

物語りを. I : i : 蹟を有するとの地に蛮群し? と建築は常

然木構造建築と云ふ事になって来ます。1 t 事現存

する建築物は木楠遣でるり 、桂問或は間仕切を煉

瓦積みで以てうめてゐます。

然し長江に沿った j.1)1匡より一度離れて行きます

と今日も未だ我闘の天地根元造りに似た堀立小屋

の伎み家を見ます・。との地方の建物は一般陀軽自決

俊敏で、はっきりと佐民の油性を建物1' C 示してゐま

ナ。斯うして建ってゐる建物の特性を見てゐます

と先で夕、感歩る事は、建物が宮主本f位す

ります。凡そ世界む何れの閣に参りましても 、建

築と云へば先歩初登から近代に歪るまで宗教建築

でありまして、それが特殊の様式で断次斜也の群れ

建築の上K 抜きん出てゐますが、濁り支那のみは

之と反劉に宮殿建築が建築界陀君臨してゐます。

そしてその下陀宗教建築が奔脆するが按に存して

居りまナ。とれも支那に毘陀宗敬と言ふに足るも

のがなく、園民一拍が宗私むに乏しいのと 、帝王

の威力が絶大に強大で、るったものと思はれます。

Ｚｅｾ ， 存支那建築に於きまして最も偉大で最も華麗

なものと云へば先づ宮殿で、2うります。他の各民族

の聞では常に寺院が其荘厳を誇るのとは全く趣を

異. 陀してゐます。とうした建物はどんなものでも

プランは常: I ' L 左右均斉の劃帯型を以て配置せら

れ、それが常に直角形のー魂の堂宇と廊とのとり

合せから成立してゐます。叉一字の主主のプランが

凹凸出入してとの左右均斉の封栴型を決して破る

が如きととは有りません。若しあるとすればそれ

は特殊の要求に依- って無理に均斉を破ったもので

す。元来儀式的の建物叉は外観の荘厳を要する建

物に左右均費を撰ぶ事は素から賞然の事でありま

すが、支那に於きましては住宅陀至るまで古今を

遁じて左右均斉を巌守してゐるのでるります。と

ん主主魔除l世界中何れの閣と云へども決して見ない

現象であります。とうした根元は恐らく支那原始

民族の思想と信仰に湖るものと私は湾へます。更

に考へて見ますと陰陽五行設に基く陰陽封立の思

想、から左右均斉と云ふ様式と意匠を生み出したも

のでは主主いかと思ふのでるります。支那建築に斯

の如き何とも云ふ陀に言へざる美しい左右均等美

を持っかと思へば、輪駆が曲線よ P成る屋根もる

ります。他の各 k の園にはドームや其の他の曲線

形から出来た屋根も Zうりますが、支那建築の形態
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は全く特別で、その深く出た軒やその南端の反輔、

屋根の流れの凹曲錦、大椋の多少の中凹の曲線、

そしてとの屋根を装飾する種々の彫刻j 的道具一一

大棟のE 吻、下り棟及隔棟の努吻、下 b 椋の端に

並ぶ鬼龍子や明風、軒先の見営、及び唐草見等は

殆んどまあ将遁の手法であ P ます。

史陀濃厚ーなもの陀主主りますと大棟の上陀一面陀

煩締を極めました彫刻が推積せらるるもりや、幾

頭もの龍が液般に身そうねらせて傭j走するものを

形どったものもあります。 j祈う云った飾りがある

一方父控折と申します澗特の装飾物がるります。

今との一例を懸魚に取ってみましてもその手法は

買に費化に宮んで居り全閣を通じて幾千幾高の種

類がるると聞きました。筆者が或る工事施工の矯

め陀0 0地に出張した際共のIJ 、暴校の先生の中に

とう云った方面に興味を以て研究してゐる方がる

って、偶然その先生と意を同じくし、僅かの工事

期間の間陀二百絵種の闘案を得ました。 2去の輪廓

にも丸、角、菱、木瓜、八角、六角、五角、三角

華燈、扇面、開展、巻物… ・等がるります。との

他料棋の手法主主ども貨に多種多様でるります。

破風型にも説十績もあり、扉、欄天井、輩、腰

濁目、欄問、持法り等どれも縦横無蓋の費化を重量

してゐます。とんな費化をもった装飾が有るかと

思h ぽ、又他民族に決して見る事・の出来泣い色彩

が見られます。元来から支那文様に皆何等かの信

念があるとか、漫然たる表面接飾の震で主主いと聞

いてゐる。その種に例へば動物に就いては筒、鳳

麟. 崎、車L、勉、踊踊の援なものが有るかと云へ

ぽ、群端を象り或は幸闘を祈る意を含む植物主主ど

があります。就中挑は悪鬼を防ぐと云ふ意味に於

きまして最も賞用せられて居ります。特に色彩に

五つては支那建築は色彩の建築と申してもいム位

質際交那の建物から色彩と云ふものを取り去った

ならば後に残るものは死次の傑主主木石のみでるり

ます。上海、南京、漢、蘇州、安鹿と如何たる建

物でも皆何等かの色で彩色されて、素肌と云ふも

のを見ません。支那の閣民が斯う云った色彩を賞

用ナるやうな源因ば矢張り陰陽五行の信仰lから来

たもので五行に五色を配し、五色に夫れ夫れの意

味があるものと考へまして、それからとのやう及

彩色の運用金試みた様陀思はれます。一般に赤を
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主幹蹄を表はず色として賞用し、青を平和の色とし

て歎迎し、資は皇帝の色と申して漫りに之を用ひ

歩、自は非哀の色として喪の時のみに用 E人 黒 は

破壊の色と稽して色彩に思ひません。斯う云はれ

て見るとえEるほど感歩る事が多々有 りまナ。青天

白日旗も成程と意義が思はれます。一寸考へます

と賞用の色は赤と背の二色だけで大費不便の様に

考へますが. 質際比較的減手主主少数の原色で巧に

色彩を成し上げてゐます。その技術は必ナしも精

巧でZうるとは云へませんが、大障に於て調和を得

るととに妙を得てゐます。南京の闘民政府の陸軍

部、中央集本部、財政部、南京特別市政府、亘書中

青年聯盟、青年協合、園際劇場、其の他木賞陀と

う云った原色を以て美しくて薮飾を施されてゐま

す。とうした極色の施とされた建物を遠望するの

観、漏り支那のみに見る影にして、J l t の支那建築

の美を浩型の麗しさを思はせます。とうしたクラ

シック主主感を否支那建築の民随を表現する建物が

有るかと思ふと他方とれと伍して近代様式の. タ

イノレ張、モノレグル吹付、テラグー張、 リシン仕上

げ等を外装に持った建物が或は軒をと蓮らね或は密

陀或は疎開骨量形を以て中支の2さに銭" " ，. て明日の建

築を思はせるやうです。

2. 温去の建築を想、点、

起伏はてし主主き庚野に今は荒れはててニ皆目のj止

大さ、麗はしさを表はす影もなく朽ちるがままに

風雨陀曝されてゐる過去の遺構を訪ねるに時代の

隔りが徐 t l ' L も遠いのに梓た回顧の念にち! かしむ

るものが有ります。支那には儒教や道教は有りま

すが所謂私達部湾へるやう主主意味の宗教は2まいの

でZうります。世界中何れの圏に於きましても宗教

建築が先導的な庭に立ってゐまして、過去の建築

遺構と云へば宗教建築以外には官会りたいのである

のに、漏り支那のみは支那固有の宗教建築の型建

を建築史上にも見ないのであります。が之に代っ

て宮殿建築が支那過去の建築として遺構として僅

かに昔の姿を今K 残してゐまナ。

自然物崇奔ーに始まった支那最古の宗教に依り壇

と靭が有ります。との朝と一口に云ふ中にも君主

がその祖先を祭るに建てたものを普通大朝、貴族

以下の門閥の者逮が彼等の家屋敷に設けたものを



小朝と申してゐます。又朝の中で孔予を祭る靭を

文朝を云ってどんな山間僻地に多りまして も必歩

Zうります。その殆んどが煉瓦又は土で堂が造ら

れ、大きいものは間口が 7 - 8 m、奥行が 4 - 5 m

位で支那狽特の色彩に施とされ、奇怪主主彫刻j を以

て飾られ、屋根の椋に龍の形した棟瓦をふせてあ

ります。小さいものには 1 米四万位の もの も②り

土地 k k t r : 依って 、又建てる人に依って異ってゐ

まナ。

現存する文朝中南京の文明は中支那を代表する

様主主軽快主主犠式を取れ常陀棋香の煙りが上って

ゐました。

との文朝と相関聯したものに感涜と 云ふのがあ

ります。との建物は支那特有の左右均賓の配置に

なり 、中心の主字は普通明倫堂 と言 はれ、その左

右に房があり、更に其百前陀門があります。彼の

蒋介石の別荘で有名左足盛山陀はとの皐院 を代表す

る程有名古主白鹿洞書院があります。 建物は可成り

大きく 、外壁は白く石次で塗り上げられ、木部は

列の赤と青と自で、美くしく塗ってるりましたが、

とれも多年の戦渦の矯めかへり見られ歩瓦は落ち

荒れてゐました。而し近くに住む老人達の参詣 が

あ れ 坊 さ ん が 管 理 を い た し て 居 れ 丁 度 私 達 が

参った時何底かの老人が占を受けに来て居りまし

た。その内容は何んでも一人きりの 娘を嫁にやる

らしいのですが、との縁談はいいものかどうかを

占うらしいのです。坊さんが香をたき支芳炉持有の

懐紙を懐いて経を讃み、しばし賦してより竹製の

占ひ物を取り出してしきりと何か申して居りまし

た。上陀申しました文朝と共陀どん主主田舎陀参り

ましても‘ 必歩存在するものに淫耐と申すものが

あります。其の規模は悌寺と何等異ふ鹿もなく、

様は左右均賓の封幅型でモれに殿堂と朝を配置し

たもので¥正殿には教祖即ち老子又は他の組紳が

祭ってあります。そり設備の仕方は全く悌式の模

倣で、絵程よく熟視し主主いと一寸遁観と悌寺との直

別はっきません。とのいい質例として先年蘇州の

元妙寺を見たのでありますが. もう大部各部が朽

ちてゐましたが、それでも充分昔日の影、設に建

物の構遣法其他を観察する事が出来ました。叉と

の道教建築に属するものに風水ｾ苔と云ふのが何庭

へ行っても建ってゐます。

構造は殆んど全部が煉瓦で )1国序よく積んで、あ

れ 悌j容と異ふ鈷は九輸がるりません。との風水

塔はまっ' 村はす= れや、大き及部落、又 山の麓など

に古色蒼然と建ってゐるのを遠望するのも亦格別 ，

主主感がいたします。

叉歴史的人物を肥る場jに高王朝、開帝朝、岳飛

朝等がよく有ります。大槌 4......Gm 位の建物でE

殿の中央に闘視の{ 象があって 、右陀開卒が飼を按

じ、左に周倉が背龍刀を取って侍立し、それが白

赤 、水色で美くしく主主られてあります。斯うした

建物の外周は殆んど石衣で民自に主主られ、木影十亡

夕陽を受けて 、白く j照りはえてゐるのを遠望する

とき亦昔日の事が思はれ平和主主村の室主主が趣きが

つくづく感ぜられ、とうした信仰を守 b績け生活

する住民の事が思はれ、いたす= らに抗戟を観ける

重度政府の愚怒る事が恩はれてなら扱い。良民連

よ今にもうすぐ全面和平の禦しい日が来るんだと

叫びたくt J : T ます。最後に過去の遺構中最も雄大

たものに城壁が有ります。幾千年の問朽ちるとも

壊れる事主主く常に巌然として立ち敵防備へと処と

して不滅の跡を残したとの偉大たる遺構と語らひ

度くたる。周踏に依る何んでも閣の都成は方九星

で九経九緯にしてその道幅は九軌となると、そ し

て各面に三つの妓門が聞かれると一一宮城十二門

の制でるるとか、撚し現存する披壁は殆んどとれ

に依ってゐまナ。按壁は皆較を以て築き維を作り

擦を備へて敵攻に備へてゐます。披門の前に月按

と申、しまして字国形の突起を作って遁路は横に穿

され一度折れて披門に入るのでるります。新らし

いものは斯うした折れが有りません。門の扉は頑

丈に出来て南開きのもの或は上から下に下すやう

な仕かけに依ったもの等a ; ります。そして門の上

や隅角には二重にも三重にもなった棋が霊祭へてゐ

ます。支那では戦機友どと申してゐます。

閣の都城は外国の披壁の内に更陀按壁が設けら

れて Zうります。南京城もとむ様式であ Dます。そ

してとの第一の城壁と第二の城壁との聞にはクリ

ー クもあれば畑も有って野菜 、 ｾｲＮ 主どが 作 られて

敵襲を受けて城門を竪く閉ぎしても披内は何ん 4こ

か自給が出来るやうに考へられて人は専ら第一城

壁内に住んでゐます。勿論第二披壁内陀も住んで

ゐます。
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.3 防空と云ふこと

事宮建前から防空と云つ? と方面には相官意を注い

だらしく、何庭へ行つでも防空的諸計霊が駕され

てゐるのを見ます。とれば中閣の指導階級の者が

将来の戦ひは地上戦は勿論必ヂ昼中戦に及るでる

らうと云ふ見界の許に、先歩民防2さに徹底し. 最

少限の被害を以て之を切ねけやらうと志したらし

し防空知識、防護手段が質によく行届き指導さ

れてゐます。現に叉彼等は連日の昼襲を受け弾雨

の中に生活を替んでゐまナ。そして毎回の空襲.

( f > はてる事もなく落着梯って避難をいたし、警戒

に又配備についてゐます。

圏民は斯うした質般に則して訓練そのものに熱

心で( f > tiit 創味を以てやってゐます。その賄現存

圏内で行主主はれてゐる防空訓練主主ど未だ k 々に熱

も足りたく、不充分で、然かも指導が賀戦の場面を

経験した人が少左足いだけに訓練法が按心をついて

い友い、斯のやう友様子で行ったら恐ら〈質際空

襲を受けたと俵定したとき幾人の人が消火、嘗‘芳支

配備に就いて役に立つだらうか. 恐らく殆んどの

人が恐怖を以て、るはてふためくのであるまいか

と思はれます。支那の建築物は建物そのものが頗

瓦と云ふ不燃揖物で構造されてゐるだけに、防護

と云ふ黙に有利、特に防火と云ふ賠に至つては最

大有利主主位置に置かれてゐます。質際近時受けつ

つある空襲に於いて敵機は債夷濁も瓦斯弾も使用

せ歩爆弾一貼張れ空襲高度は常に 2000- Hi OOm

伎の上昼から盲爆を敢行してゐます。事費前から

の指導よろしきを得て儒装主主ど質に行届き避難所・

や防護主主主どよく整備され. 個人用、公共用、小

人徴用のものが各人の家庭は勿論空地と云ふ益地

級樹のかげに叉道路のわきに立源なものが設けら

れてゐます。
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構造はコンクリ ートの も、鎮筋コンク P ートの

もの、煉瓦構造のも. 木造陀依るもの等がるりま

すどれも頑丈に出来、附近に落された爆弾に依る

破壊影響えにく全しどっしりしたものでるる。就

中、南京. 杭州、漢口塗りのものは質に堂々? とる

もので、入口の防毒扉その他換気機械及遁風器具

等外園製品が使用されてゐる。防空壌の中はトー

チカ式に主主れ室が幾室にも分離され、坐席か設

けてるります。防空の事に闘しては後日稿者と改め

て御報告いたすつもりで、す。

〈筆者は院選勇士、元日大工製部教室研究室〉

一- 40)( ヨロ繍ク一一

そとへ行くと竹材は、木材と遣って成長が早い

と恩ふ。竹材の知識の甚だ貧弱主主主彦者でZうるか

ら、言ふととが或は首らぬかも知れぬが、四五年

たてば相官主主径十亡達するやうだ。竹の或る種のも

のでは、鴬くやう左足太さまで成長するのもるるら

しく、場所は忘れたが、かつてさうした種類の物

をも見たととが有る。克もとれば例外で、そんな

ものを蛍にする鐸には行かえ主い。無論、普通の種

類のもので聞に合ナととを原則とナるのである。

要するに木材以外、竹材にも吾が園は恵まれて

居る。今は危念存亡といっても宜い場合だ。是れ

も思ひ切って使ってみれば. そとに色 k と新規定主

工夫考案も生れて来ると思ふ。何でも宜い。大い

に試みて可たりだと芳香へる。 ( 了〉



時

所

常 務 命 ( 告 書21 回〉

11 月 1 日午後 5 1等- 6 時

本合別室

出 席 者 理 事 片 岡 曾長 竹腰高リ曾

長

機 事

監理解 地 図 監 事

常務 中西主記、薮中主旨己

小林主計、商担軽主計

松下保主計、伊藤銅

斡、火下繍車耳、小林

続車耳、錦司繍輯

1. 昭和19年度数算案κ 測する件

2. 王位算外支出r . t 置に関ナる件

3. 元役員逝去K 付香花料胞供の件

4. 科思技術関係者業績淵牽の件

5. 大東亙倶楽部入合方 F亡関する件

6. 綴斡係事務員 K 闘する件

7. 曾員詮衡

報 告

1  . 出征入管報告

常 務 曾 ( 第22凶〉

時 11 月15日午後 5 涛 ← 5 時1，40

分

所 本曾陳列場

出席者ｅｉｩｾ停 片附合長竹腰高リ曾

械 事

長 松 本 則 合 長

fa¥:. 7也J a 監事

常滋佐藤主宮己、中西主記

期弁主君己、重量中主犯

小林主計、松久保主

計、伊藤続車耳、大下

線斡、小林銅斡、錦

回線斡

1. 12月例舎に闘する件

2. 創立廿五年記念事業務報告の件

3. 日本出版曾より書籍出版考停車縫 l亡

闘し照舎の件

4.曾員詮衡

￥苧 ＧＺ ｪｊ Ｎ［ＺＮ 戸 ＺｾＧｬＡ ＩｲＺ＿［ Ｉ ＭＺＺ ｾ 月号でｨ＿ｊＮＡＺり・ご ＢｩｾＺＺｾｾｾ 深津』

ｦＮ Ｉ ｜ ｾ ν 澄Ｚふ ｊ 泳三 ［ Ｚ 殺ミＺｾ Ｚｾ
ＨＺＮｾＮｾ“・ＮＺ ＮＺ Ｎ［Ｎ［Ｚ［ＮＮｾｾＺＮｩＮ・ＮＮＮＺＮぷふぷ ｊ 斗ＺｩＮＺＮ ｬＺＺ ＧＺＺω 工 ｾＺＺＺ［Ｚ ｾ ［ Ｇ［ ［Ｚ Ｇ Ｚ ｾ Ｇ ＺｾＧ Ｚ ＺＺＢＺ ＧＢ＠ L; 

報 告

1. 科書降技術関係者表彰方に闘し建

事長率合よ P 回答のイ牛

2. 10月分合計報告

3. 尚喜E除隊報告

E手 議 員 合 I1 適正餓

1. 昭和十八年十一月十八日大阪市北

区中之鳥三丁目三容地朝日ピノレヂ

ングに於て評議員曾を開合ナ

2. 出席者左の遜 P 評議員威拾登名

秋山圭、岩佐信也、小111豆、尾銅

済四郎、阿国語量編、景山正明、主属

国茂、小林尊号、小林三遁、中西六

郎、中野順次郎、錦国産一、郵・中

駒市、藤阪拾治郎、松久保敬三、

松本儀八、三浦茂、選回泰治郎、

矢田鍛歳、薮中一良、山口正

1. 午後五時三十五分開舎王墜事則合長

松本能八氏議長とな P 只今出席者

二十一名なるも本自は再度の召集

なるを以て定量次第二回傍但容によ

P定数を問はず本合成立の旨を告

げ直ち κ 議事K 入る

議 案

第三齢昭和十九年度数算に附ナる

イ牛

綴長主計より原案κ 付俊明ナる旨

を告げ松久保主計常務起立各員 κ

配布の際祭につき内容詳細由主院議

長質問の有無を問ひ三浦評議員よ

り左胞の件質問あ P たり

一、電話科内容及電話機二個般債

方希望

二、陵台料品首i侠は頁数並に紙材毒事

κ 支障なきゃ

議長電話科内容に つき 答へニ備l般

置の件は建て研究考慮ナペ告貨を

答ふ何段告に闘する件は小林銅斡

常務よl J ｾ下の露支障なき貨を答

へた P

議長他に質問なきゃを泌りたるに

質疑者なく依て原案κ 賛成と総め

て差支なきゃを問ひたるも異議な

しＮ異議なしのｾあ ｐ 昭和十九年度

ｾ支議算は原案通 ｐ 承認されたる

留を宜し倫近〈通常総合K 提案ナ

ベ書留を附言す

議長次K 報告に移る旨を告〈・

報 告

創立廿五年記念事業中間報告

中西主配常務起立別紙の泡り昭和1

十六年二月以降同十八年十月末円

に至る事業成績並ｦＧｃ Ｑｾ 支計算陀っ

き詳細説明す

議 長 右 報 告 の 内 容K 付質問なき

ゃを路 P たる K 起疑者なし

一、次で議長より本日の餓高野総代

表署名者に左の二氏を指名しJ t .

の承諾を得た P

小JU正 君 矢 関 鍛 厳 君

一、主互に於て議長は本日の機感2土

報告は金書事終了したる旨を告げ

散曾を室す時に午後六時二十五

分

奈 良 見 皐 舎

時 11 月25日午後 1時 一 7 時

所 奈良市内働問及奈良ホテノレ

尚 席 者 井 上 一 雄 氏 外17名

1  . 午後 1 時一間関念奈良豚降車口

K 集合岩佐幹事より見準行程並

κ 見皐先に闘し激備的l I ! I ; 明あり

1  . 午後 2 時岩佐幹事の案内 K よ P

木辻、元興寺、十輸院経染院並

ｉｃｾ 嬉等各寺院に於ける図貨奔

観兵他興味深〈見事ー有殆んど

初めての方ilif とて稗盆する虎? に

なるものありき

1  . 午後 6時奈良ホテノレ κ 集合一向

E危饗の上重量中幹事長よ P岩佐氏

κ 謝世伴走迷ベ且参加者一同に挨

拶後中野大阪常任幹事よりも希

望的挨拶あり虚曾箆 K 午後 7 時
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絞合す

編 穏 幹 事 会 ( 第12回〉

時 12月13日午後 5 時 半- 6 時

40分

所 築令室

出 席 者 幹 事 長 小 林

議 事

常 務 伊 藤 、 大 下

幹 事 昼

1  .建築必携新年蛾より掲載の件

1. 原稿料考慮の件

1. 表紙、闘案書盛夏のイ牛

住 宅 委 員 合 〈 告 書 7 凶〉

時 11 月11 日午後 5 時40分 7 時

40分

所 築令室

出 席 者 委 員 長 矢 田

幹 事 岡 本

勢 員 河 合 、 中 野 、 西 国

議 事

1  .組立住宅の研究中間報告

1  . 共同施設の見皐の件

1. 生活イb患研究所見事の件

曾 員 勤 静

jムムーまJ

会 員

朝山利一君東成区大今 ｾＮｉｉｔｊ ・ ＱＴＹ

〈自管〉

回 中 彦 次 郎 君 東 淀 川 区 西prr212(南

務所〉

畠 l. u 隆三郎君 府下: 薮能郡霊堂鳥村荷

天荘内( 大林組〉

吉 岡 勢 君 京 都 市 上 京 区 衣 笠 通

地 方 舎 員

西御) j ) i "の内 l町・〈大倉

土木株式含庇〉

飯 烏 邦 造 君 小 樽 郵 便 局 私 書 曲 第

202抜本村部隊

ｲ Ｍ 瓦二［ま ＭＭｾ

合 員

栗 田 正 一 君 鈴 木 主主君

西 i河主主男君佐々木俊郎君

問 中 芳 郎 君 富 国 公 君

山 本 辰 雄 君

地 方 令 員

香 月 仁 三 君 相 良 亭 : 三fl/I 君

佐 藤 金 造 君 茂 泉 徳 男 君

51 iil l l . 照君粒良秀雄君

藤 野 大 1 " 1 君 南 清 次 郎 君

吉 田 太 郎 君 李 紹 茶 君

特別賛助 員

木 村 米 次 郎 君 中 島 敏 雄 君

普通賛助 員

荒 川 幸 次 郎 君 田 所 敏 明 君

内 藤 敬 孝 君

ば盃き; 日

洋倉庫令市士) I  舎
員

寺 柏 好 雄 君 旭 区 森 小 路 阿r8 の 4 I  安孫子三雄君紳戸市兵庫区舎下山

書官山長之助殿方( 第 I  3 の24の255

1建築株式舎前土) I  ノj 、 川 久 一 君 東 住 吉 区 間 溢 本 間r6

官 官 志 乃 武 君 京 都 市 上 京 区 紫 竹 上 |  ゎ 39( 勤務先〉小川精

芝本町51 ( 長谷紹竹 |  機株式f雪景土

膝建築事務所) I  西山秀之助君央市吾妻きIHr 2海草施

中 作夫君都島m : 都島北通 4 の | 綾部吾妻宿舎

19 ( 橋本組) ｉ 河合康治震 Ｑ ＱＡＱｾ蛍 Ｚ ｷＮ ｰｲ ｝Ｑ ＷＵＸ の ＱＳ

中J f l I 義 幸 君 阿 倍 野 区 間 長 居 間r I  市管住宅72披

410の 12 土筆寮25鋭 |  勉 弁 吉 一 君 兵 庫j採宍粟郡山崎田r

〈長谷部竹腰建築事 |  酉臨海大谷鎖山事務
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所

中島猪之官君 湾市祭問r3 の87

淵i 詩型t m: 弓君 紳戸市須民事r . <I : 湘見議

mr 4 の57

伊 東 郷 治 君 岡 山 市 久 山 田r 8 竹亥

事署内

高松卒f . ; : ! l /I 君 南E 四ツ橋東北詰

木村菊治郎君京都市中京区竹厳I l lr

沼烏丸西入京都中:ft

E主建般工業徐式合居士

籾p 内 健 治 君 紳 戸 市 湊 区 下 紙 悶 凶f

318 ( 勤務先〉兵膨脈

赤穂P1r加盟長神戸製

鋭所赤穂工場建設事

務所

北 野 勇君京都府乙訓郡新車中足

村友阿小字東浦 4

小 野 田 松 夫 震 松 江 市 片 原PI ]1 14

弁 手 正 雄 君 京 都 市 上 限 京 小 山 下

緑川" 35 ( 勤務先〉京

都府内政部資源凶牧

線

浅 野 泰 君 紳 戸 市 須 勝 区 水 笠 沼

1市中戸高等工業皐校

内

高 松 保 君 繭 阿 蘇 三 弁 郡 善 導 寺

同n: 盤北

山 閏 初 次 君 都 島 区 都 島 南 遁 1 の

17 

大西主義太郎君 東m; 彼据 2 の14株式

-w帝t森組内

辻 法行君東京都J ? : 崎直系[1符3

の 2 片倉官官内日本重量

糸製建株式合置土管脱

線内

弁 上 自 幸 君 京 都 市 上 京 区 北 玄 以

mrg 

山 口 松 次 君 阿 倍 野 区 阪 南 町 西 1

の33

香 取 彦 一 君 東 京 都 京 橋 区 京 橋 2

京橋ヒ. ノレ最土問法人海

1li1i 齢没協力合

清 水 史君名古摩市中道新芸能IlI r

7 の 1梁木建築株式

曾E土



i1T. 方 倉 員

弁上利三郎君 大主主市翠徳、街 1 の25

8 満洲日産土木株式

台前土金州出張所

野 間 一 夫 君 卒安南主主主翼南浦溜弁

問f1 の 1

安 回 直君庚烏市宇品開] 衡l幸i昆

11住宅管図庚島支所・

大 石 忠 夫 君 高 知 市 桟 橋 湿1の200

藤 間 壬長君 尼崎市塚口宇野合12

63 

瀬田勇雄君主 名古摩市中区南久原

IlI f  1 の 6 吉田多三郎

殿方

岡 本 義 男 君 北 京 市 内 三 区 安 定 門

大街161

務 藤 小 司 君 東 京 都 四 谷 区 1 の11

の Ｒｾ 阿五郎殿方ゆ ｊ

務先〉東京都北多摩

郡昭和田j 昭和飛行機

工業株式令枇建設絡

藤幸好雄君大分県悪北海部郡大花

村政所月ケ潰松尾森

七員11殿方

l ! i k : 阿茶次君鹿児島市郡元町海軍

施設都内

松 下 滋 君 松 本 市 天 紳 南 小 池 間

68梅田殿方( 勤務先〉

宮国製作J j I i 松ヨドエ場

安 原 信 行 君 高 知l採香美君11野市町

清水寮内

有 国 桂 太 君 上 海 崇 明 路82新上海

ホテル653

曽 田 繁君 米子市博多手間f 2 池田

良識綴方

松 永 疑 君 東 区 今 繍 4 の 1 三菱

信託ピノレ東畑建築事

務所

比 良 策 二 君 大 分 市 春 日 浦 央 海 軍

施設部春 日浦事務所

特別賛助員

梅 野 典 卒 君 小 倉 市 東 港 町 7 の 2

愛国イと耳鼻工業株式舎

置土

高 木 房 吉 君 来 京 都 下 谷 区 東 黒 門

Ill f  2  I j ' 山工務賄事f J膳

部

室 谷 山 水 君 ス マ ト ラ 、 パ レ ン パ

ン市ト ν クノ ｾＵＲ 競 ＷＮｫ
念 員

垣公司スマトラ林業

F斤

北 村 君事君 昭和18年 9 月11 日逝

替遁賛助員

去

平 塚 鎗 吉 君 昭 和18年10月15日逝

片 山 一 員11君錦州省鈎酉街稲荷扮{ 竹

去

中工務応出張所

地 方 合 員

七 海 質 君 宮 崎J豚都妓市川東千

町直木林組部減出張

大 杉 謙 二 君 昭 和18年 9 月18日殉

所

職

前 回 祭 君 東 京 都 滋 谷 区 宇 閏 川
終身賛助員

何r36卒川i殿方 大 林 義 雄 君 昭 和18年10月 5 日逝

格 権 京 君 頼 関 市 中 庄 田l布 吉 本 去

タッ・子殿方 〈謹んで哀悼の窓を表す〕

建 築 と 註 曾

第26輯 第 四 披

ｬ 茄 税込民銀Ｈ郵電 ｾＲ 鎗〕
毎月 l匝11 目玉霊行 .3証債⑧

12加6岡60銭 〈 ゲ 24鎗〉

昭和 18年11月25日 印 刷 昭 和 18年12月 1 日夜行

褒行・編棒

印 刷 人

大阪市北区朝日ピル日本建築協舎内

印 刷 所 新 日 本 印 刷 有 限 曾 枇

大 阪 市 北 区 南 錦 町 46 番 地

戸
1

 

1

 

1

 

弘

援 行 所 主更 日 本 建 築 協 舎

大阪市北区中之島 3 ノ 3 朝 日 ピ ル

宙産審島北涜(23)4501藩(9)

振筈口座大阪 3 9 9 75 番

目本間版文化協曾曾員呑J貌 222043

配 給 元 日 本 出 版 配 給 株 式 舎 駐

東 京 市 神 田 区 淡 路 町 二 丁 目 九 番 地

禁 轄 載

本霊童に掲載せるものは一切 ζ れを無断K て

事事裁し又は単行本K 上梓その他の複製行軍事

をなすととを禁ず。

4 7  XII 



-

第

二

六

集

第

=

一

号

掲

載

広

告

一

覧

(

掲

載

順

)

日

本

陶

織

日

本

竹

筋

工

業

所

米

本

栄

商

唐

ラ

イ

ト

ラ

パ

l

商

会

大

塚

綱

二

商

庖

平

松

釣

戸

車

製

造

所

協

和

製

作

所

大

阪

窯

業

セ

メ

ン

ト

日

光

建

材

社

織

本

建

築

設

計

計

算

事

務

所

矢

橋

大

理

石

商

店

南

満

建

材

工

業

所

萩

工

業

大

西

商

庖

大

阪

伊

丹

産

業

光

握

制

正

社

開

城

化

学

工

業

東

洋

被

説

鋼

銀

製

造

所

東

洋

リ

ノ

リ

ュ

l

ム


